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は
じ
め
に

　
近
代
の
日
中
間
で
は
書
籍
の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
そ

の
中
に
は
不
愉
快
な
こ
と
も
あ
れ
ば
美
談
も
あ
る 
 

。
近
代
上
海
は
書

籍
の
出
版
と
流
通
の
中
心
で
あ
っ
た
た
め
、
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
漢

籍
の
輸
出
元
で
あ
り
日
本
の
文
人
が
必
ず
訪
れ
る
場
所
で
も
あ
っ
た
。

近
代
早
期
に
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
漢
訳
洋
書
は
ほ
と
ん
ど
上
海
で
購

入
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
漢
籍
は
、
近
代
後
期
で
も
相
当
数
が
上

海
よ
り
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
日
本
の
漢
籍
書
店
は
ほ
と
ん
ど

上
海
か
ら
漢
籍
を
輸
入
し
て
い
た
。
ゆ
え
に
、
近
代
の
日
中
書
籍
交

流
史
に
お
い
て
上
海
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
言
え
る 
 

。

（
１
）

（
２
）

　
近
代
上
海
と
日
本
の
書
籍
交
流
に
お
い
て
一
九
二
八
年
の
張
元
済

の
日
本
訪
書
は
重
要
な
内
容
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す

で
に
研
究
さ
れ
て
い
る
が 
 

、
資
料
の
関
係
上
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は

張
元
済
の
日
本
訪
書
の
内
容
が
充
分
に
紹
介
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

近
年
、
新
し
い
資
料
の
公
開
に
従
っ
て
、
張
元
済
の
訪
書
の
過
程
お

よ
び
そ
の
重
要
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る 
 

。

　
本
論
文
は
こ
れ
ら
の
資
料
に
基
づ
い
て
、
張
元
済
の
日
本
訪
書
の

過
程
お
よ
び
そ
の
後
の
古
籍
撮
影
を
め
ぐ
る
交
渉
を
改
め
て
整
理
し
、

近
代
日
中
書
籍
交
流
の
意
義
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に

下
記
の
三
点
に
つ
い
て
論
述
し
た
い
。

　
一
点
目
：
張
元
済
の
日
本
訪
書
の
過
程

（
３
）

（
４
）

【
特
集
２
】─〔
記
念
講
演
〕

近
代
書
籍
交
流
史
に
お
け
る
上
海
と
日
本
─
張
元
済
の
日
本
訪
書
を
中
心
に

─

周
　
　
　
　
武

（
閻
　
立
　
訳
）



132

　
二
点
目
：
古
籍
の
借
用
と
撮
影
お
よ
び
日
本
人
と
の
友
情

　
三
点
目
：
張
元
済
の
日
本
訪
書
の
意
義

一
　
張
元
済
の
日
本
訪
書
の
過
程

（
１
）　
張
元
済
に
つ
い
て

　
張
元
済
（
一
八
六
七
年
～
一
九
五
九
年
、
字
は
筱
斎
、
号
は
菊
生
、
浙

江
海
塩
人
）
は
一
八
九
二
年
に
科
挙
の
進
士
試
験
に
合
格
し
、
翰
林

に
な
っ
た
。
一
八
九
八
年
に
戊
戌
変
法
に
関
わ
っ
た
た
め
、「
免
官

の
上
永
久
に
任
用
し
な
い
」
と
の
処
罰
を
被
む
っ
た
。
そ
の
後
、
上

海
の
南
洋
公
学
（
現
在
の
上
海
交
通
大
学
）
の
訳
書
院
の
院
長
と
な
っ

た
。
一
九
〇
二
年
に
商
務
印
書
館
に
入
り
、
商
務
印
書
館
の
編
訳
所

所
長
な
ど
を
経
て
、
一
九
二
六
年
に
理
事
長
と
な
っ
た
。
張
元
済
は

長
期
に
わ
た
っ
て
商
務
印
書
館
を
主
宰
し
、
そ
れ
を
単
な
る
印
刷
屋

か
ら
編
集
、
翻
訳
、
印
刷
、
発
行
、
販
売
が
一
体
と
な
っ
た
中
国
最

大
の
出
版
社
に
発
展
さ
せ
た
。
商
務
印
書
館
は
か
つ
て
「
東
方
文
化

の
中
心
機
関
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　
張
元
済
は
中
国
で
有
名
な
出
版
家
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
近

代
中
国
有
数
の
版
本
目
録
学
の
大
師
で
も
あ
っ
た 
 

。
彼
の
手
を
経
て

編
集
、
校
正
、
影
印
さ
れ
た
古
籍
は
四
〇
種
類
も
あ
る
が
、
そ
の
中

で
最
も
労
力
を
投
じ
高
い
評
価
を
得
た
の
は
『
四
部
叢
刊
』、『
続
古

（
５
）

逸
叢
書
』、『
百
衲
本
二
十
四
史
』
で
あ
っ
た
。
彼
は
「
書
籍
の
最
初

の
版
本
が
最
も
貴
い
」
と
主
張
し
、
以
上
の
よ
う
な
大
型
の
古
籍
の

叢
書
を
編
集
す
る
際
、
国
内
と
海
外
で
全
力
を
挙
げ
て
最
初
の
版
本

と
善
本
を
求
め
て
い
た
。
一
九
二
八
年
に
日
本
で
訪
書
し
た
目
的
は

そ
の
た
め
で
あ
っ
た
。

　
ア
ヘ
ン
戦
争
以
後
、
戦
火
が
広
が
り
、
公
私
の
蔵
書
は
灰
燼
に
帰

し
、
多
数
の
珍
本
が
戦
乱
で
紛
失
し
て
い
た
。
一
方
、
西
学
東
漸
の

影
響
で
中
国
で
は
西
洋
を
慕
う
風
潮
が
日
増
し
に
強
く
な
っ
て
、
古

籍
に
対
す
る
関
心
が
集
ま
ら
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
古
籍
を

保
護
す
る
運
動
を
引
き
起
こ
し
、
張
元
済
は
全
力
で
古
籍
を
守
っ
て

い
た
。

　
一
九
〇
六
年
の
春
、
中
国
四
大
蔵
書
楼
の
一
つ
で
あ
っ
た
皕ひ
よ
く

宋そ
う

楼
の
所
有
者
で
あ
る
陸
樹
藩
は
、
義
和
団
事
件
（
一
九
〇
〇
年
）
で

ろ
う難

民
救
助
に
資
産
を
使
い
尽
く
し
た
の
で
、
皕
宋
楼
を
一
〇
万
銀
元

で
売
却
し
よ
う
と
し
た
。
日
本
の
書
誌
学
者
で
あ
っ
た
島
田
翰
は
こ

の
こ
と
を
知
り
、
何
度
も
皕
宋
楼
に
足
を
運
ん
だ
。
張
元
済
は
こ
れ

を
聞
き
、
急
い
で
買
主
を
探
し
な
が
ら
日
本
人
に
売
却
し
な
い
よ
う

に
陸
樹
藩
に
頼
ん
だ
。
よ
う
や
く
購
入
資
金
を
一
〇
万
銀
元
調
達
で

き
た
が
、
陸
氏
は
一
一
万
八
〇
〇
〇
銀
元
で
三
菱
財
閥
の
第
二
代
総

帥
岩
崎
弥
之
助
（
号
は
静
嘉
堂
）
の
静
嘉
堂
文
庫
に
売
却
し
て
し
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ま
っ
た
。
皕
宋
楼
蔵
書
の
喪
失
は
長
い
間
張
元
済
の
心
を
痛
め
た
。

　
そ
の
後
、
彼
は
各
地
の
蔵
書
を
売
却
す
る
話
を
聞
く
や
い
な
や
直

ち
に
交
渉
を
行
い
、
古
籍
の
海
外
へ
の
流
出
を
避
け
る
た
め
に
数
知

れ
ぬ
様
々
な
苦
労
を
し
て
い
た
。
彼
は
友
人
の
傅
増
湘
へ
の
手
紙
に

次
の
よ
う
に
書
い
た
。

こ
の
時
代
に
生
き
る
私
た
ち
と
し
て
は
、
時
勢
に
従
っ
て
喪
失

し
つ
つ
あ
る
我
が
国
の
数
千
年
の
文
明
を
守
る
よ
う
に
尽
力
す

る
し
か
な
い
。
古
籍
は
一
部
で
も
多
く
残
し
て
お
け
ば
、
そ
れ

だ
け
文
明
の
守
り
へ
の
効
力
も
大
き
く
な
る
。
我
々
に
残
っ
て

い
る
時
間
は
少
な
い
の
で
、
努
力
し
て
こ
の
事
業
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い 
 

。

　
張
元
済
は
古
籍
を
守
る
こ
と
は
自
分
の
責
任
だ
と
認
識
し
、
全
力

で
古
籍
を
守
る
こ
と
が
中
国
の
文
明
を
守
る
こ
と
と
同
義
に
な
る
と

考
え
て
い
た
。
彼
は
自
分
の
古
籍
収
集
の
方
法
に
つ
い
て
「
丐
之
蔵

家
、
求
之
坊
肆
、
近
走
両
京
、
遠
馳
域
外
」
と
い
う
よ
う
に
ま
と
め

た
。

　「
丐
之
蔵
家
」
は
直
接
蔵
書
家
の
と
こ
ろ
か
ら
買
い
取
る
方
法
で

あ
る
。
二
〇
世
紀
初
期
か
ら
張
元
済
は
有
名
な
個
人
の
蔵
書
を
買
い

取
り
は
じ
め
た
。
紹
興
の
徐
氏
熔
経
鋳
史
斎
の
蔵
書
を
全
部
購
入
し
、

ま
た
、
長
洲
の
蒋
氏
秦
漢
十
印
斎
、
広
東
豊
順
の
丁
氏
持
静
斎
と
盛

（
６
）

氏
意
園
の
一
部
の
蔵
書
を
買
い
取
っ
た
。
清
末
民
初
の
時
期
、
多
く

の
蔵
書
家
の
蔵
書
が
散
逸
し
て
い
た
が
、
張
元
済
は
そ
れ
ら
の
蔵
書

を
探
し
て
集
め
た
り
し
て
い
た
。
こ
の
方
法
で
張
元
済
は
学
術
価
値

と
版
本
価
値
を
持
っ
て
い
る
古
籍
を
数
多
く
集
め
た
。

　「
求
之
坊
肆
」
は
本
屋
で
古
籍
を
購
入
す
る
方
法
で
あ
る
。
張
元

済
は
新
し
い
と
こ
ろ
へ
行
く
と
き
、
必
ず
そ
こ
の
本
屋
を
訪
ね
る
と

い
う
習
慣
が
あ
っ
て
、
本
屋
で
商
務
印
書
館
に
な
い
善
本
古
籍
を
見

つ
け
た
ら
大
金
を
惜
し
ま
ず
に
購
入
し
た
。
ま
た
、
古
籍
を
集
め
る

た
め
に
張
元
済
は
か
つ
て
自
宅
の
門
に
「
古
籍
買
い
取
り
」
と
い
う

張
り
紙
を
張
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　「
近
走
両
京
」
は
上
海
だ
け
で
は
な
く
北
京
と
南
京
ま
で
足
を
運

ん
で
古
籍
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　「
遠
馳
域
外
」
は
中
国
以
外
の
と
こ
ろ
へ
足
を
運
ぶ
と
い
う
意
味

で
、
一
九
二
八
年
の
日
本
訪
書
の
こ
と
を
指
し
て
い
た
。

（
２
）　
日
本
訪
書
の
構
想

　
遣
唐
使
が
派
遣
さ
れ
て
か
ら
日
中
の
間
で
政
府
と
民
間
と
を
問
わ

マ
マ

ず
交
流
が
絶
え
ず
行
わ
れ
て
い
た
。
次
第
に
漢
籍
は
日
本
に
流
入
し
、

そ
の
中
に
は
中
国
で
失
伝
し
た
珍
本
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。
特
に

清
朝
末
期
か
ら
民
国
初
期
に
か
け
て
、
国
情
が
不
安
定
な
状
態
に
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あ
っ
た
。
日
本
の
蔵
書
家
は
こ
の
機
に
乗
じ
て
、
中
国
の
蔵
書
家
の

蔵
書
を
買
い
取
っ
た
り
、
本
屋
街
か
ら
善
本
を
大
量
に
買
い
漁
っ
た

り
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
二
四
年
に
静
嘉
堂
文
庫
は
蔵
書
リ
ス
ト
を
公
開
し
た
。
張
元

済
は
静
嘉
堂
文
庫
に
九
〇
〇
〇
種
類
あ
ま
り
の
漢
籍
善
本
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
そ
れ
は
清
朝
の
『
四
庫
全
書
』
よ
り
五

〇
〇
〇
巻
も
多
く
、
し
か
も
そ
の
う
ち
の
一
七
七
巻
は
す
で
に
中
国

で
失
伝
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。『
四
庫
全
書
』
に
は
そ
れ
ら
の
書
名

は
載
せ
ら
れ
た
が
、
正
文
を
収
録
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
、

張
元
済
は
『
四
部
叢
刊
』
と
『
百
衲
本
二
十
四
史
』
の
編
集
や
校
正

な
ど
を
行
っ
て
い
た
の
で
、
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
。
一
九
二

六
年
に
商
務
印
書
館
を
退
職
し
て
か
ら
は
、
漢
籍
善
本
を
求
め
る
こ

と
に
専
念
で
き
た
。
そ
こ
で
彼
は
静
嘉
堂
文
庫
の
蔵
書
を
は
じ
め
日

本
の
漢
籍
を
調
べ
よ
う
と
考
え
た
。
こ
の
思
い
は
よ
う
や
く
一
九
二

八
年
に
中
華
学
芸
社
の
仲
介
で
実
現
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
中
華
学
芸
社
は
一
九
一
六
年
に
東
京
で
留
学
生
に
よ
っ
て
創
立
さ

れ
た
学
術
団
体
で
、
旧
称
は
丙
辰
学
社
で
あ
っ
た
。
一
九
一
八
年
に

北
洋
軍
閥
の
段
祺
瑞
と
日
本
政
府
の
間
で
日
中
軍
事
協
定
が
調
印
さ

れ
た
が
、
こ
れ
に
反
対
の
意
を
表
す
べ
く
、
留
学
生
た
ち
は
学
業
を

中
断
し
帰
国
し
た
の
で
、
学
社
の
活
動
が
中
止
し
た
。
一
九
二
二
年

一
二
月
に
中
華
学
芸
社
に
改
名
さ
れ
、
本
社
は
上
海
に
移
さ
れ
た
。

学
芸
社
の
発
行
物
で
あ
る
『
学
芸
雑
誌
』
や
学
芸
社
で
編
集
さ
れ
た

書
籍
な
ど
は
商
務
印
書
館
か
ら
出
版
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ま

た
、
学
芸
社
の
幹
部
で
あ
っ
た
鄭
貞
文
、
周
昌
寿
、
楊
端
六
な
ど
は

商
務
印
書
館
編
訳
所
の
編
集
者
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
、
商
務

印
書
館
と
中
華
学
芸
社
は
緊
密
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
。

　
中
華
学
芸
社
東
京
支
社
の
幹
部
で
あ
っ
た
馬
宗
栄
は
東
京
帝
国
大

学
で
図
書
館
学
を
専
攻
し
て
お
り
、
学
芸
社
に
次
の
よ
う
な
提
案
を

し
た
。「
日
本
の
公
私
の
図
書
館
に
宋
・
元
・
明
・
清
の
書
籍
が
数

多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
学
芸
社
の
名
義
で
各
蔵
書
家
か
ら
書
籍
を

借
り
て
内
部
資
料
と
し
て
『
中
華
学
芸
社
輯
印
古
書
』
シ
リ
ー
ズ
を

出
版
し
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
学
芸
社
の
社
員
に
配
布
し
、
発
売
は

し
な
い
。
日
本
の
学
術
団
体
は
よ
く
こ
の
方
法
を
利
用
し
て
い
る
の

で
、
私
た
ち
は
ま
ね
し
て
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
案
で
あ
っ
た 
 

。

こ
の
提
案
は
上
海
本
社
で
採
用
さ
れ
、
張
元
済
も
同
意
し
、
書
籍
の

借
用
と
撮
影
の
費
用
を
商
務
印
書
館
は
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
、
学
芸
社
の
幹
部
で
あ
る
鄭
貞
文
と
馬
宗
栄
は
、
日
本
の
公
立

と
私
立
の
図
書
館
、
個
人
の
蔵
書
家
と
交
渉
し
、
書
籍
の
借
用
手
続

き
を
行
い
、
影
印
後
、
所
有
者
に
二
〇
部
贈
呈
す
る
契
約
を
結
ぶ
こ

と
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
日
本
の
内
閣
文
庫
、
静

（
７
）
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嘉
堂
文
庫
、
東
洋
文
庫
な
ど
は
相
次
い
で
協
力
す
る
こ
と
を
示
し
た
。

（
３
）　
日
本
訪
問

　
中
華
学
芸
社
の
本
社
は
上
海
へ
移
転
し
て
か
ら
も
日
本
の
学
界
と

密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
一
九
二
五
年
一
一
月
に
日
本
学
術
協

会
が
第
一
回
年
次
大
会
を
開
催
し
た
際
、
中
華
学
芸
社
は
一
六
人
の

学
術
視
察
団
を
派
遣
し
た
が
、
そ
の
後
も
毎
回
の
大
会
に
参
加
し
た

の
で
あ
る
。
日
本
の
学
者
は
中
国
を
訪
問
す
る
と
き
、
よ
く
中
華
学

芸
社
を
訪
問
し
、
メ
ン
バ
ー
た
ち
と
交
流
し
て
い
た
。

　
一
九
二
八
年
一
〇
月
一
五
日
中
華
学
芸
社
は
、
日
本
学
術
協
会
主

催
の
第
四
回
年
次
大
会
に
参
加
す
る
た
め
に
学
術
視
察
団
を
日
本
に

派
遣
し
た
。
張
元
済
は
名
誉
社
員
と
し
て
鄭
貞
文
ら
と
一
緒
に
上
海

か
ら
日
本
へ
出
発
し
た
。
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
一
か
月
半
の
間
に

張
元
済
と
鄭
貞
文
は
、
中
華
学
芸
社
東
京
支
社
の
幹
部
で
あ
っ
た
馬

宗
栄
の
案
内
で
日
本
の
公
立
と
私
立
の
図
書
館
を
訪
問
し
、
そ
れ
ら

に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
漢
籍
、
特
に
中
国
で
失
伝
し
た
漢
籍
を
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
張
元
済
は
『
日
本

訪
書
記
』
に
記
述
し
た
。
の
ち
に
、
張
元
済
は
友
人
の
傅
増
湘
が
日

本
に
来
る
際
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
彼
に
『
日
本
訪
書
記
』
を
貸

し
て
い
る 
 

。
し
か
し
、
そ
の
後
、
こ
の
冊
子
は
行
方
不
明
に
な
っ
て

（
８
）

し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
張
元
済
の
息
子
で
あ
る
張
樹
年

が
編
集
し
た
『
張
元
済
年
譜
』
と
ほ
か
の
資
料
に
基
づ
い
て
、
張
元

済
一
行
の
日
本
訪
問
の
日
程
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
た
。

一
〇
月
一
七
日
　
長
崎
に
到
着
し
、
の
ち
広
島
へ
行
っ
た
。
張
元
済

は
「
戊
辰
暮
秋
與
心
南
同
游
日
本
至
厳
島
」
の
七
絶
を
作
っ
た
。

宮
島
の
旅
館
に
泊
ま
っ
た
。
店
で
杓
を
買
い
、
店
の
人
は
郵
送

が
で
き
る
と
云
っ
た
。

△
　
京
都
に
到
着
し
た
。
内
藤
湖
南
と
会
い
、
故
富
岡
鉄
斎
の
蔵
書

を
閲
覧
し
た
。
内
藤
は
京
都
の
東
福
寺
に
宋
本
の
『
中
庸
説
』

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
教
え
て
く
れ
た
。
張
元
済
は
こ
れ
を
影

印
し
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
日
本
に
『
尚
書
詳
説
』『
大
学
説
』

『
論
語
解
』『
孝
経
解
』『
孟
子
解
拾
遺
』『
標
注
国
語
類
編
』『
唐

絵
唐
詩
』
が
あ
れ
ば
探
し
て
ほ
し
い
と
日
本
人
に
頼
み
、
み
な

探
し
て
み
る
と
約
束
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
張
元
済
は
感
激
し

た
。

一
〇
月
二
四
日
　
東
京
に
到
着
し
た
。
そ
の
日
の
夕
方
、
帝
国
大
学

の
青
年
漢
学
者
の
長
澤
規
矩
也
が
来
た
。
静
嘉
堂
文
庫
の
皕
宋

楼
を
案
内
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
。

一
〇
月
二
七
日
　
外
務
省
文
化
事
業
部
部
長
の
岡
部
長
景
が
歓
迎
会
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を
開
き
、
視
察
団
を
招
待
し
た
。
張
元
済
は
代
表
と
し
て
挨
拶

を
述
べ
た
。
そ
の
後
、
元
曲
を
観
賞
し
た
。
ち
ょ
う
ど
韓
世
昌

な
ど
が
日
本
で
昆
曲
を
公
演
し
て
お
り
、『
思
凡
』
と
『
春
香
閙

学
』
を
観
た
。

△
　
静
嘉
堂
文
庫
で
皕
宋
楼
を
一
〇
日
間
見
学
し
た
。
明
朝
の
文
渊

閣
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
明
活
字
本
『
太
平
御
覧
』、
宋
眉
山
本

『
陳
書
』、
元
本
四
三
巻
本
『
金
華
黄
先
生
文
集
』、
明
本
『
飲
膳

正
要
』
等
を
閲
覧
し
、
借
用
し
撮
影
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
文

庫
長
の
諸
橋
轍
次
は
中
国
を
数
回
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
り
、
張

元
済
と
知
り
あ
い
で
あ
っ
た
。
諸
橋
氏
の
案
内
で
岩
崎
男
爵
の

銅
像
と
墓
を
拝
し
た
。
張
元
済
は
「
戊
辰
暮
秋
至
日
本
東
京
観

静
嘉
堂
蔵
書
」
の
詩
を
作
っ
た
。

一
一
月
二
三
日
　
日
本
斯
文
会
の
服
部
宇
之
吉
、
宇
野
哲
人
、
塩
谷

温
が
張
元
済
へ
手
紙
を
出
し
た
。
一
八
日
午
後
五
時
半
に
日
本

橋
区
檜
物
町
二
五
号
の
香
蘭
亭
で
開
く
歓
迎
会
の
案
内
状
で

あ
っ
た
。

△
　
宮
内
省
の
図
書
寮
で
三
日
間
閲
覧
し
、
宋
本
『
三
国
志
』、
元
蜀

本
『
山
谷
外
集
詩
注
』
等
を
見
て
、
撮
影
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。

△
　
内
閣
文
庫
で
閲
覧
し
た
。
宋
本
『
平
斎
文
集
』
を
拝
見
し
た
。

翟
良
士
の
鉄
琴
銅
剣
楼
の
蔵
書
で
は
欠
巻
し
て
い
た
八
巻
を
含

め
全
部
揃
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
撮
影
し
、
翟
氏
の
蔵
書
と
合
わ

せ
て
印
刷
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。

△
　
私
立
の
東
洋
文
庫
を
訪
問
し
た
。
石
田
斡
之
助
は
旧
抄
の
『
古

文
尚
書
』
を
見
せ
て
く
れ
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
世
の
珍
品
で

あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
人
の
モ
リ
ソ
ン
は
西
洋
人
が
書
い
た
東
洋

に
つ
い
て
の
書
籍
を
集
め
て
い
た
が
、
倉
庫
に
収
め
て
い
る
の

で
、
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
石
田
に
『
入
唐
求
法

巡
礼
行
記
』
を
一
部
贈
呈
し
た
。

△
　
東
京
で
個
人
の
蔵
書
を
何
か
所
か
見
学
し
た
。
前
田
侯
爵
の
私

邸
で
宋
本
『
世
説
新
語
』
を
拝
見
し
た
。
徳
富
蘇
峰
（
朝
日
新

聞
社
社
長
─
こ
の
肩
書
き
は
張
元
済
の
誤
解
で
あ
る
が
─
）
の
家
で
古

写
本
の
『
論
語
』
を
数
十
種
類
拝
見
し
た
。
実
業
家
の
内
野
五

郎
三
の
家
で
宋
残
本
『
宛
陵
集
』
を
拝
見
し
た
。
中
国
で
は
失

伝
し
た
古
籍
な
の
で
、
撮
影
す
る
こ
と
に
し
た
。

△
　
帝
国
大
学
の
図
書
館
を
見
学
し
た
。
姉
崎
正
治
館
長
と
会
談
す

る
。
旧
館
は
地
震
で
壊
れ
て
し
ま
い
、
新
館
は
ま
だ
建
築
中
な

の
で
、
所
蔵
の
書
籍
は
す
べ
て
箱
に
し
ま
い
こ
ま
れ
て
い
る
と

の
こ
と
。
張
元
済
ら
は
が
っ
か
り
し
て
帰
っ
た
。

△
　
漢
学
家
の
塩
谷
温
と
会
い
、
刊
行
さ
れ
た
先
德
文
集
に
詩
を
添

え
て
く
れ
た
。
張
元
済
は
「
和
塩
谷
節
山
歩
原
韵
」
を
作
っ
て
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贈
っ
た
。

△
　
張
元
済
は
「
贈
静
嘉
堂
茹
藤
田
昆
一
君
」、「
贈
静
嘉
堂
飯
田

君
」（
藤
田
昆
一
は
静
嘉
堂
の
執
事
で
、
飯
田
良
平
は
静
嘉
堂
の
司

庫
で
あ
っ
た
）、「
贈
内
野
皎
亭
（
即
内
野
五
郎
三
）」、「
贈
井
田

東
陽
少
将
」
な
ど
の
詩
を
作
っ
た
。

一
一
月
二
三
日
　
夜
、
諸
橋
轍
次
な
ど
は
陶
陶
亭
で
張
元
済
ら
を
招

待
し
、
参
加
者
は
約
二
〇
人
で
あ
っ
た
。
諸
橋
轍
次
の
日
記
に

「
張
氏
は
品
性
が
高
尚
で
あ
る
学
者
で
長
編
の
詩
を
作
成
し
た

こ
と
が
あ
る
」
と
書
い
て
あ
る
。

△
　
帰
国
の
途
中
、
京
都
へ
寄
り
、
再
び
内
藤
湖
南
を
訪
問
し
た
。

「
戊
辰
初
冬
過
内
藤
湖
南
山
斎
晤
談
甚
歓
謹
志
」
を
作
っ
た
。

△
　
京
都
の
東
福
寺
の
蔵
書
を
拝
見
し
、
狩
野
直
喜
等
の
漢
学
家
と

会
っ
た
。

△
　
別
府
の
間
歇
泉
を
楽
し
ん
だ
。「
別
府
間
歇
泉
」
の
詩
を
作
っ

た
。

一
一
月
下
旬
頃
　
長
崎
に
到
着
し
、
帰
国
の
船
を
待
っ
て
い
た
。

一
一
月
三
〇
日
　
張
元
済
は
馬
宗
栄
に
出
し
た
手
紙
に
「
各
所
の
古

籍
を
借
用
し
撮
影
す
る
件
に
つ
い
て
上
海
へ
帰
っ
て
か
ら
全
体

的
に
考
え
る
の
で
、
ま
た
手
紙
を
送
る
。
静
嘉
堂
か
ら
借
用
す

る
予
定
の
『
飲
膳
正
要
』
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
の
で
、

ゆ
っ
く
り
す
れ
ば
い
い
」
と
書
い
た
。
ま
た
、『
武
経
七
書
』
を

撮
影
す
る
際
、
サ
イ
ズ
に
つ
い
て
馬
宗
栄
に
指
示
を
出
し
た
。

　
一
二
月
一
日
　
長
崎
で
鄭
貞
文
と
一
緒
に
乗
船
し
た
。

　
一
二
月
二
日
　
上
海
に
到
着
し
た  
 

。

　
日
本
訪
問
の
事
前
準
備
を
充
分
行
っ
た
こ
と
と
、
ま
た
日
本
の
公

私
図
書
館
に
詳
し
い
馬
宗
栄
に
案
内
し
て
も
ら
い
、
同
時
に
諸
橋
轍

次
、
塩
谷
温
、
服
部
宇
之
吉
、
長
澤
規
矩
也
な
ど
の
漢
学
家
の
協
力

を
得
た
関
係
で
、
張
元
済
の
今
回
の
訪
問
は
非
常
に
効
率
が
高
か
っ

た
。
わ
ず
か
一
か
月
半
の
間
に
、
静
嘉
堂
文
庫
、
宮
内
省
の
図
書
寮
、

内
閣
文
庫
、
東
洋
文
庫
、
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
、
京
都
の
東
福
寺

蔵
書
楼
な
ど
の
よ
う
な
東
京
と
京
都
の
公
私
図
書
館
の
漢
籍
の
状
況

を
調
べ
、
さ
ら
に
中
国
で
す
で
に
失
伝
さ
れ
た
貴
重
な
漢
籍
を
閲
覧

で
き
た
。
そ
し
て
、
仮
の
借
用
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
そ
の
後
の
借
用

と
撮
影
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
今
回
の
訪
問
は
張
元
済
に
と
っ
て
喜
び
と
満
足
に
溢
れ
て
い
る
旅

で
あ
っ
た
。
同
行
す
る
鄭
貞
文
は
滞
在
中
の
生
活
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。「
今
回
の
訪
問
の
た
め
に
、
張
元
済
は
半
年
前

か
ら
資
料
を
調
べ
た
り
し
て
、
調
査
旅
行
や
撮
影
な
ど
に
十
数
万
元

も
使
っ
た
。
三
か
月
の
間
に 
 

、
日
曜
日
以
外
毎
日
古
籍
を
選
び
作
業

（
９
）

（
　
）
１０
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を
行
っ
て
い
た
。
私
は
張
元
済
と
一
緒
に
泊
ま
っ
た
が
、
氏
が
毎
晩

夜
中
ま
で
メ
モ
を
と
っ
て
い
た
の
を
見
て
、
非
常
に
敬
服
し
て
い
た
。

訪
問
中
、
長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
皕
宋
楼
の
蔵
書
を
拝
見
し
、
中
国

で
失
伝
し
た
珍
本
を
閲
覧
し
た
。
撮
影
し
た
古
籍
の
ネ
ガ
・
フ
ィ
ル

ム
を
数
多
く
持
っ
て
帰
国
し
た
と
き
、
張
元
済
の
顔
に
現
れ
た
喜
び

と
安
堵
し
た
表
情
に
は
い
ま
で
も
感
動
し
て
い
る
」
と
回
想
し
て
い

た  
 

。

二
　
古
籍
の
借
用
と
撮
影
お
よ
び
日
本
人
と
の
友
情

（
１
）　
古
書
の
借
用
と
撮
影

　
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
は
大
体
鄭
貞
文
の
「
我
所
知
道
的
商
務
印

書
館
編
訳
所
」
に
書
か
れ
た
資
料
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
き
た
。
そ

う
し
て
出
来
た
通
説
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

張
元
済
は
日
本
の
公
立
と
私
立
の
図
書
館
で
撮
影
し
た
四
六
種
類
の

珍
本
の
フ
ィ
ル
ム
を
持
っ
て
帰
国
し
た
。
そ
の
後
、
商
務
印
書
館
の

写
真
部
で
フ
ィ
ル
ム
は
修
正
や
拡
大
さ
れ
、
中
華
学
芸
社
の
『
輯
印

古
書
』
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
そ
し
て
古
籍
の
所
有
者

に
二
〇
部
を
贈
呈
さ
れ
た
以
外
、
内
部
発
行
物
と
し
て
学
芸
社
本
社

と
少
数
の
社
員
に
所
有
さ
れ
て
い
た
、
と
。

　
実
際
に
は
、
日
本
滞
在
中
に
図
書
館
見
学
の
み
を
行
っ
た
が
、
借

（
　
）
１１

用
書
籍
の
目
録
は
上
海
へ
帰
っ
て
か
ら
確
定
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

実
際
の
交
渉
は
予
想
以
上
に
難
し
か
っ
た
の
で
、
交
渉
中
に
ま
た
調

整
も
行
っ
た
。

　
帰
国
す
る
直
前
の
一
一
月
三
〇
日
に
、
張
元
済
は
長
崎
か
ら
馬
宗

栄
に
手
紙
を
出
し
て
書
籍
の
借
用
と
撮
影
に
つ
い
て
「
上
海
へ
帰
っ

て
か
ら
日
本
の
各
所
よ
り
古
籍
の
借
用
と
撮
影
の
件
を
全
体
的
に
計

画
し
て
か
ら
ま
た
手
紙
を
送
る
。
ま
た
、
静
嘉
堂
文
庫
か
ら
借
り
る

五
種
類
の
古
籍
の
中
で
『
飲
膳
正
要
』
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い

の
で
、
ゆ
っ
く
り
す
れ
ば
結
構
で
あ
る 
 

」
と
書
い
て
い
た
。
ま
た
、

『
武
経
七
書
』
を
撮
影
す
る
際
、
サ
イ
ズ
に
つ
い
て
馬
宗
栄
に
指
示

を
出
し
た 
 

。『
飲
膳
正
要
』
と
『
武
経
七
書
』
は
静
嘉
堂
文
庫
か
ら
借

り
る
古
籍
で
あ
っ
た
が
、
つ
ま
り
、
張
元
済
は
帰
国
す
る
前
、
撮
影

し
て
お
ら
ず
、
フ
ィ
ル
ム
を
持
っ
て
帰
っ
た
と
い
う
の
は
事
実
で
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
張
元
済
は
帰
国
し
た
あ
と
、
日
本
側
と
の
交
渉
を
す
べ
て
馬
宗
栄

に
任
せ
た
が
、
彼
は
頻
繁
に
手
紙
を
出
し
て
交
渉
の
進
展
を
尋
ね
た

り
、
状
況
に
応
じ
て
計
画
を
変
更
し
た
り
し
て
、
上
海
か
ら
指
示
し

て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
彼
ら
の
間
で
や
り
と
り
さ
れ
た
手
紙
に
基
づ

い
て 
 

、
さ
ら
に
関
連
資
料
を
参
照
し
、
張
元
済
の
代
わ
り
に
馬
宗
栄

が
日
本
で
書
籍
を
借
用
し
撮
影
す
る
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

（
　
）
１２

（
　
）
１３

（
　
）
１４
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一
二
月
八
日
に
馬
宗
栄
は
日
本
の
各
図
書
館
と
の
交
渉
の
結
果
を

張
元
済
に
次
の
よ
う
に
報
告
し
た
。

　
静
嘉
堂
の
本
に
つ
い
て
ご
指
示
通
り
に
、
ま
ず
『
清
明
集
』

と
『
群
経
音
辨
』
を
撮
影
し
て
か
ら
『
陳
書
』
を
撮
る
。『
武
経

七
書
』
の
原
本
の
サ
イ
ズ
は
長
澤
規
矩
也
に
頼
ん
で
測
っ
て
も

ら
う
。

　
図
書
寮
の
本
に
つ
い
て
は
、
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
の
開
館

の
日
に
杉
寮
長
が
ま
ず
宮
内
大
臣
に
一
旦
交
渉
し
て
か
ら
、
こ

ち
ら
か
ら
依
頼
書
を
出
し
た
ほ
う
が
い
い
と
い
っ
た
。
そ
う
す

れ
ば
提
出
し
た
ら
す
ぐ
許
可
は
下
り
る
の
で
、
双
方
の
顔
を
立

て
る
こ
と
が
で
き
る
。
撮
影
の
リ
ス
ト
中
に
日
本
国
内
で
は
影

印
し
た
い
書
籍
が
あ
る
の
で
、
再
度
影
印
で
き
る
か
ど
う
か
は

宮
内
大
臣
の
意
見
に
従
う
。

　
東
福
寺
の
本
に
つ
い
て
は
、『
中
庸
説
』
を
見
つ
け
た
が
、
狩

野
を
通
し
て
東
京
で
撮
影
し
た
ほ
う
が
い
い
か
そ
れ
と
も
直
接

東
福
寺
よ
り
借
り
た
ほ
う
が
い
い
の
か
、
教
え
て
ほ
し
い
。

　
内
閣
文
庫
に
手
紙
を
出
し
た
が
、
返
事
は
ま
だ
来
な
い
。

　
諸
橋
轍
次
は
静
嘉
堂
の
本
を
引
き
続
き
撮
影
し
、
早
く
終
了

す
る
よ
う
に
と
い
っ
た
。

　
写
真
家
の
戸
塚
氏
は
多
忙
な
の
で
、
撮
影
開
始
は
一
〇
日
以

後
に
な
る  
 

。

　
一
二
月
一
五
日
に
張
元
済
は
馬
宗
栄
に
次
の
よ
う
な
返
事
を
書
い

た
。

　
こ
の
間
ご
覧
に
な
っ
た
図
書
寮
の
借
用
目
録
は
一
時
的
な
も

の
で
、
ま
だ
完
全
な
も
の
で
は
な
い
。
図
書
寮
長
に
渡
し
て
く

れ
た
が
、
ま
た
何
種
類
か
の
古
籍
を
増
や
し
た
い
の
で
、
別
紙

を
同
封
す
る
。
そ
の
中
で
も
『
三
国
志
』
は
最
も
必
要
で
あ
る

が
、
次
が
『
論
語
注
疏
』
で
あ
り
、
ま
た
『
北
澗
外
集
』
の
第

九
巻
、
第
一
〇
巻
（
附
外
集
一
冊
）、『
本
草
衍
義
』
の
第
一
、

二
、
三
、
四
、
五
巻
を
追
加
す
る
。
そ
し
て
宋
黄
善
夫
本
の

『
史
記
』
の
欠
巻
が
あ
れ
ば
必
要
な
の
で
、
追
加
す
べ
き
で
あ

る
。
以
上
の
古
籍
は
で
き
れ
ば
う
ま
く
商
談
で
き
る
よ
う
に
し

て
、
ま
た
長
澤
先
生
に
協
力
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頼
ん
で
ほ

し
い
。
そ
の
他
の
古
籍
は
す
べ
て
借
用
で
き
れ
ば
最
高
で
あ
る

が
、
許
可
し
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
仕
方
が
な
い
。

　
東
福
寺
の
本
に
つ
い
て
、
寺
の
僧
侶
は
す
で
に
許
可
し
て
く

れ
た
が
、
頁
数
は
数
十
頁
し
か
な
い
。
写
真
家
の
戸
塚
氏
は
現

在
静
嘉
堂
の
書
籍
を
急
い
で
撮
影
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
が
終
わ
っ
た
後
ま
た
頼
む
と
時
間
が
長
す
ぎ
る
の
で
、
東
福

寺
は
途
中
気
持
ち
を
変
え
る
恐
れ
が
あ
る
。
長
尾
雨
山
に
頼
ん

（
　
）
１５
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で
先
に
撮
影
し
た
ほ
う
が
い
い
。

　
静
嘉
堂
の
本
を
す
で
に
五
種
類
選
ん
だ
が
、
後
の
五
種
類
は

数
日
遅
れ
て
決
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
借
用
し
た
書
籍
を
引

き
続
き
撮
影
し
、
絶
対
中
断
し
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
以

前
『
金
華
黄
先
生
文
集
』
九
巻
を
借
用
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
は
十
種
類
の
中
に
入
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
諸
橋

先
生
は
す
で
に
承
諾
し
て
く
れ
た
の
で
、
一
一
頁
を
追
加
で
撮

影
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
『
愧
郯
録
』
と
『
陳
古
霊
先
生
文
集
』

を
数
枚
ず
つ
撮
影
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
か
な
り

細
か
い
の
で
、
難
し
い
な
ら
ば
や
め
て
も
か
ま
わ
な
い
。

　『
冊
府
元
亀
』
と
『
太
平
御
覧
』
の
二
書
は
帙
数
が
非
常
に
多

く
、
全
部
で
約
一
万
二
七
〇
〇
頁
も
あ
る
。
も
し
両
方
を
借
用

す
る
と
い
っ
た
ら
諸
橋
先
生
は
わ
れ
わ
れ
の
欲
深
さ
に
不
快
感

を
示
す
だ
ろ
う
。
こ
っ
そ
り
と
先
生
の
考
え
を
探
っ
て
み
て
ほ

し
い
。
も
し
無
理
な
ら
『
冊
府
元
亀
』
の
み
を
借
り
て
、『
太
平

御
覧
』
を
図
書
寮
か
ら
借
り
る
こ
と
に
し
よ
う
。
す
べ
て
様
子

を
見
な
が
ら
や
ろ
う 
 

。

　
こ
の
手
紙
の
内
容
を
見
れ
ば
張
元
済
は
帰
国
後
、
国
内
の
蔵
書
状

況
に
合
わ
せ
て
借
用
目
録
を
修
正
し
て
完
成
さ
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
手
紙
に
「
図
書
寮
撮
影
リ
ス
ト
」
が
同
封
さ
れ
た
。
そ
の
中

（
　
）
１６

に
元
々
撮
影
す
る
予
定
の
『
論
語
注
疏
』（
宋
本
）、『
三
国
志
』（
宋

本
）、『
三
谷
外
集
』（
元
本
）、『
本
草
衍
義
』（
宋
本
）、『
北
礀
外
集
』

（
宋
本
）
の
ほ
か
に
、『
論
衡
』（
宋
本
）、『
集
韻
』（
宋
本
）、『
北
礀
文

集
』（
宋
本
）、『
世
説
新
語
』（
宋
本
）
な
ど
を
追
加
し
た
。
そ
の
ほ
か

に
欠
巻
と
欠
頁
を
撮
影
す
る
も
の
と
し
て
『
史
記
』（
宋
黄
善
夫
本
）、

『
愧
郯
録
』（
宋
本
）、『
陳
古
霊
先
生
文
集
』（
宋
本
）、『
金
華
黄
先
生

文
集
』（
元
本
）
を
取
り
上
げ
た
上
、
具
体
的
な
巻
数
と
頁
数
が
記
さ

れ
て
い
た
。

　
の
ち
の
話
で
あ
る
が
、
宋
本
の
『
愧
郯
録
』
の
撮
影
を
め
ぐ
っ
て

は
、
こ
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
。
当
時
、
張
元
済
は
『
四

部
叢
刊
』
の
続
編
を
計
画
し
て
い
た
。
そ
の
中
に
『
愧
郯
録
』
を
入

れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
中
国
国
内
の
蔵
書
は
す
べ
て
残
本
で
あ
っ

た
。
巻
一
に
は
七
頁
、
八
頁
、
一
五
頁
、
一
六
頁
が
欠
け
て
お
り
、

巻
五
に
は
九
頁
、
一
〇
頁
、
一
一
頁
、
一
二
頁
が
欠
け
て
お
り
、
巻

七
に
は
五
頁
、
六
頁
が
欠
け
て
お
り
、
合
わ
せ
て
一
〇
頁
欠
け
て
い

た
。
張
元
済
は
静
嘉
堂
の
皕
宋
楼
蔵
書
か
ら
こ
の
一
〇
頁
を
見
つ
け

る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
皕
宋
楼
の
『
愧
郯
録
』
も
同
じ

よ
う
に
こ
の
一
〇
頁
が
欠
け
て
い
た
。
そ
こ
で
図
書
寮
か
ら
『
愧
郯

録
』
を
借
り
る
こ
と
に
し
た
。

　
一
九
三
〇
年
春
、
張
元
済
は
上
海
の
あ
る
蔵
書
家
の
と
こ
ろ
で
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『
愧
郯
録
』
を
見
つ
け
た
。
そ
れ
は
同
じ
く
残
本
で
あ
っ
た
が
、
前

述
し
た
一
〇
頁
は
あ
っ
た
。
そ
こ
で
張
元
済
は
こ
の
一
〇
頁
を
『
四

部
叢
刊
』
の
続
編
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
は
こ
の
一
〇

頁
の
写
真
を
静
嘉
堂
に
贈
呈
し
た
。
一
九
九
二
年
に
静
嘉
堂
か
ら
出

版
さ
れ
た
『
静
嘉
堂
文
庫
宋
元
版
図
録
』
に
は
『
愧
郯
録
』
の
こ
の

一
〇
頁
の
こ
と
に
つ
い
て
「
張
元
済
先
生
よ
り
提
供
」
と
書
い
て
あ

る  
 

。
こ
れ
は
日
中
書
籍
交
流
史
の
美
談
と
な
っ
て
い
る
。

　
前
述
し
た
張
元
済
の
一
二
月
一
五
日
の
手
紙
に
つ
い
て
、
馬
宗
栄

は
す
ぐ
に
返
事
を
し
な
か
っ
た
。
交
渉
は
ま
だ
い
い
結
果
が
出
て
い

な
か
っ
た
し
、
馬
宗
栄
は
自
分
の
修
士
論
文
で
忙
し
か
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
一
九
二
九
年
一
月
三
日
に
や
っ
と
返
事
を
出
し
、
交
渉

と
撮
影
の
進
み
具
合
を
報
告
し
た
。

　
図
書
寮
の
本
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
杉
寮
長
と
交
渉
し
、

杉
寮
長
か
ら
宮
内
大
臣
と
交
渉
す
る
段
階
で
あ
る
。
学
芸
社
の

手
紙
は
す
で
に
長
澤
規
矩
也
を
通
じ
て
杉
氏
に
渡
し
た
。
こ
の

手
紙
は
杉
氏
個
人
用
だ
け
で
、
後
日
、
改
め
て
正
式
な
依
頼
書

を
作
成
し
宮
内
大
臣
に
渡
す
つ
も
り
で
あ
る
（
も
ち
ろ
ん
学
芸

社
の
名
義
で
）。
も
し
何
か
制
限
が
あ
る
場
合
、
ま
た
詳
し
く
報

告
す
る
。

　
内
閣
文
庫
の
本
に
つ
い
は
、
前
例
が
あ
る
の
で
、
影
印
が
可

（
　
）
１７

能
で
あ
る
。
し
か
し
、
正
式
な
依
頼
書
が
必
要
と
な
る
。
先
日
、

鄭
貞
文
に
電
報
で
伝
え
た
が
、
す
ぐ
学
芸
社
か
ら
正
式
の
書
類

を
送
っ
て
も
ら
っ
た
。（
中
略
）

　
ま
た
、
諸
橋
氏
は
将
来
序
文
と
広
告
を
書
く
際
、
静
嘉
堂
に

つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
事
前
に
原
文
を
諸
橋
本
人
に

読
ま
せ
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
。
日
本
国
内
で
は
静
嘉
堂
文
庫
の

本
を
借
用
し
た
い
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
が
、
拒
絶
さ
れ
て
い
た
。

国
内
で
誤
解
を
招
か
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
確
認
で
あ
ろ
う 
 

。

　
要
す
る
に
学
芸
社
の
名
義
で
借
用
す
る
際
、
公
式
な
依
頼
書
が
必

要
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
す
べ
て
は
学
芸
社
の
名
義
で
借
り
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
中
で
商
務
印
書
館
と
張
元
済
個
人
の
名
義
で

借
り
た
本
も
あ
っ
た
。
一
月
一
一
日
の
手
紙
の
中
で
張
元
済
は
次
の

よ
う
に
書
い
た
。

　『
愧
郯
録
』
と
『
陳
古
霊
先
生
文
集
』
は
商
務
印
書
館
に
よ
っ

て
中
国
国
内
で
宋
本
を
借
り
て
撮
影
を
行
っ
た
。
た
だ
数
頁
が

欠
け
て
い
た
。
静
嘉
堂
の
蔵
書
を
利
用
し
て
そ
の
部
分
を
補
う
。

こ
れ
ら
の
本
は
商
務
印
書
館
の
名
義
で
借
用
す
る
の
で
、
将
来

こ
の
二
部
は
学
芸
社
の
名
義
で
出
版
で
き
な
い
。
諸
橋
先
生
に

説
明
し
て
ほ
し
い
。
も
し
難
し
い
な
ら
や
め
て
も
か
ま
わ
な
い 
 

。

　
馬
宗
栄
へ
の
手
紙
の
中
で
借
用
や
撮
影
の
確
認
の
ほ
か
に
協
力
し

（
　
）
１８

（
　
）
１９
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て
く
れ
た
日
本
人
へ
の
心
遣
い
ま
で
指
示
を
し
て
い
た
。
静
嘉
堂
文

庫
長
の
諸
橋
轍
次
が
自
分
の
文
庫
長
室
を
撮
影
室
と
し
て
提
供
し
て

く
れ
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
際
に
は
、
張
元
済
は
静
嘉
堂
文
庫
の
近

く
で
空
き
地
を
借
り
て
臨
時
の
木
造
の
部
屋
を
建
て
撮
影
場
所
に
す

る
よ
う
に
と
馬
宗
栄
に
指
示
し
、「
長
期
的
に
文
庫
長
室
を
占
有
す

る
の
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
礼
儀
上
に
お
い
て
も
よ
い
だ
ろ
う
」

と
言
っ
た
と
い
う  
 

。
一
方
、
馬
宗
栄
は
各
図
書
館
と
の
交
渉
結
果
や

撮
影
の
進
行
状
況
な
ど
に
つ
い
て
頻
繁
に
張
元
済
に
報
告
し
て
い
た
。

　
交
渉
は
す
べ
て
順
調
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
元
々
静
嘉
堂
か
ら

『
冊
府
元
亀
』
と
『
太
平
御
覧
』
を
借
り
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
静
嘉

堂
は
『
冊
府
元
亀
』
を
許
可
し
た
も
の
の
、『
太
平
御
覧
』
に
つ
い
て

は
「
希
望
を
叶
え
な
か
っ
た 
 

」。
ま
た
、
撮
影
中
い
ろ
い
ろ
な
困
難

に
直
面
し
た
。
本
の
折
口
が
破
れ
て
い
る
場
合
、
ま
た
頁
と
頁
の
間

に
紙
を
挟
ん
で
い
る
場
合
は
頁
を
広
げ
て
撮
影
で
き
な
か
っ
た
。
ま

た
、
本
の
サ
イ
ズ
は
契
約
の
内
容
と
異
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
調

整
す
る
に
は
非
常
に
時
間
が
か
か
っ
た
。
撮
影
作
業
は
「
時
間
ば
か

り
か
か
っ
て
、
進
度
は
遅
い 
 

」
と
い
う
よ
う
に
予
想
以
上
に
大
変
で

あ
っ
た
。

　
図
書
寮
と
内
閣
文
庫
と
の
交
渉
は
う
ま
く
行
か
ず
、
日
本
側
と
の

交
渉
を
う
ま
く
進
め
る
た
め
に
鄭
貞
文
は
学
芸
社
の
名
義
で
中
国
の

（
　
）
２０

（
　
）
２１

（
　
）
２２

駐
日
公
使
で
あ
る
汪
栄
宝
と
日
本
内
大
臣
秘
書
長
（
内
定
）
の
岡
部

長
景
に
手
紙
を
出
し
て
、
交
渉
を
う
ま
く
進
め
る
た
め
に
協
力
を
頼

ん
だ
。
汪
栄
宝
と
岡
部
か
ら
は
協
力
す
る
と
の
返
事
が
来
た
が
、
交

渉
は
依
然
と
し
て
難
航
し
た
。

　
一
九
二
九
年
二
月
五
日
に
張
元
済
は
馬
宗
栄
へ
の
手
紙
の
中
に

「
図
書
寮
と
内
閣
文
庫
と
の
交
渉
は
難
航
し
た
が
、
ま
っ
た
く
不
可

能
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
一
所
懸
命
に
交
渉
し
て
い
る
し
、
ま
た
岡
部

が
協
力
し
て
く
れ
る
の
で
、
う
ま
く
い
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
図
書

寮
か
ら
借
り
る
古
籍
の
中
で
宋
本
の
『
三
国
志
』
は
最
も
重
要
で
あ

る
の
で
、
何
と
か
し
て
こ
の
本
を
借
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

是
非
是
非
」
と
書
い
て
い
る 
 

。

　
図
書
寮
と
の
間
で
繰
り
返
し
交
渉
し
た
結
果
、
図
書
寮
か
ら
借
用

許
可
が
出
た
が
、
制
限
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
一
回
目
の
撮
影
は

『
論
語
注
疏
』
と
『
本
草
衍
義
』
二
種
類
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

張
元
済
の
最
も
期
待
し
て
い
た
『
三
国
志
』
は
一
回
目
の
リ
ス
ト
に

含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
張
元
済
は
こ
の
結
果
を
知
り
、
二
月
一
六

日
に
馬
宗
栄
に
電
報
を
打
っ
て
「
図
書
寮
の
借
用
書
籍
で
は
『
三
国

志
』
は
最
も
重
要
で
あ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
一
回
目
に
し
よ
う
」

と
指
示
を
出
し
た
。
翌
日
、
再
び
電
報
を
打
っ
て
「『
三
国
志
』
を

『
論
語
注
疏
』
と
『
本
草
衍
義
』
の
一
つ
と
交
換
し
、
一
回
目
の
借
用

（
　
）
２３
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に
し
よ
う
」
と
い
う
妥
協
策
を
考
え
た  
 

。
二
月
二
〇
日
の
手
紙
に
ま

た
借
用
書
籍
の
交
換
案
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
交
換
案
は
実

現
で
き
ず
、『
三
国
志
』
は
二
回
目
の
借
用
に
回
さ
れ
た
。

　
ほ
か
の
図
書
館
と
の
交
渉
も
順
調
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
内
閣
文

庫
の
借
用
許
可
は
三
月
末
か
四
月
初
め
に
な
っ
て
よ
う
や
く
下
り
た

が
、
し
か
し
、
分
割
で
撮
影
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た  
 

。
一
方
、
中

国
駐
日
公
使
汪
栄
宝
は
栃
木
県
の
足
立
図
書
館
（
足
立
文
庫
）
と
交

渉
し
宋
本
の
『
易
』、『
書
』、『
詩
』
と
の
三
経
注
疏
を
借
用
す
る
つ

も
り
で
あ
っ
た
が
、
結
局
、
拒
絶
さ
れ
た
。

　
撮
影
の
交
渉
は
ま
だ
進
行
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
馬
宗
栄
は
す
で

に
東
京
大
学
の
修
士
課
程
を
修
了
し
、
帰
国
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。

彼
は
張
元
済
に
撮
影
が
完
成
す
る
ま
で
あ
と
二
年
は
か
か
る
と
予
測

し
、
東
京
に
二
年
間
滞
在
す
る
の
は
無
理
だ
と
い
う
心
境
を
語
っ
た
。

張
元
済
は
「
更
に
進
学
す
る
の
が
い
い
。
最
近
、
時
勢
が
急
に
変

わ
っ
て
、
恐
ら
く
近
い
将
来
に
不
慮
の
事
が
お
こ
る
だ
ろ
う
。
急
い

で
帰
国
す
る
の
は
最
善
策
で
は
な
い
」
と
、
馬
宗
栄
を
日
本
に
残
る

よ
う
に
説
得
し
た 
 

。
結
局
、
馬
宗
栄
は
東
京
に
残
り
撮
影
を
続
け
た
。

　
馬
宗
栄
は
図
書
館
か
ら
許
可
を
得
て
か
ら
す
ぐ
日
本
人
写
真
家
を

雇
い
、
特
殊
な
カ
メ
ラ
で
各
頁
を
撮
影
し
、
撮
っ
た
ネ
ガ
・
フ
ィ
ル

ム
を
上
海
商
務
印
書
館
へ
送
っ
た
。
そ
の
後
、「
中
華
学
芸
社
輯
印

（
　
）
２４

（
　
）
２５

（
　
）
２６

古
書
」
の
名
義
で
影
印
出
版
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
回
日
本
の
各

図
書
館
か
ら
合
わ
せ
て
四
七
種
類
の
古
籍
を
借
用
し
、
そ
の
内
訳
は

宮
内
省
図
書
寮
七
種
、
内
閣
文
庫
二
九
種
、
東
洋
文
庫
二
種
、
静
嘉

堂
文
庫
九
種
で
あ
っ
た  
 

。
各
図
書
館
か
ら
借
り
た
古
籍
の
書
名
は
表

１
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
表
１
は
「
中
華
学
芸
社
」
の
名
義
で
図
書
寮
、
内
閣
文
庫
、
東
洋

文
庫
、
静
嘉
堂
文
庫
か
ら
借
り
た
書
籍
の
目
録
で
あ
る
。
張
元
済
個

人
の
名
義
か
商
務
印
書
館
の
名
義
で
借
り
た
書
籍
は
そ
の
中
に
含
ま

れ
て
い
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
静
嘉
堂
文
庫
か
ら
借
り
た
『
陳
古
霊

先
生
文
集
』、『
金
華
黄
先
生
文
集
』、
東
福
寺
か
ら
借
り
た
『
中
庸

説
』、
内
野
皎
亭
の
家
か
ら
借
り
た
『
宛
陵
集
』
な
ど
は
そ
の
範
囲
外

の
借
用
書
籍
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
中
華
学
芸
社
の
借
用
書
籍
の

リ
ス
ト
は
、
張
元
済
が
日
本
訪
問
の
成
果
を
す
べ
て
反
映
で
き
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
実
際
に
は
、
中
華
学
芸
社
の
名
義
で
借
用
し
た

書
籍
を
撮
影
し
終
え
た
あ
と
、
張
元
済
個
人
の
名
義
か
商
務
印
書
館

の
名
義
で
引
き
続
き
借
用
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
上
海
档
案
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
張
元
済
と
長
澤
規
矩
也
や
諸
橋
轍
次
な
ど
と
の
間

で
交
わ
さ
れ
て
い
た
書
簡
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
事
情
が
明
白
と
な
っ

た
。

　
以
上
述
べ
た
書
簡
は
一
九
三
五
年
か
ら
一
九
三
八
年
ま
で
の
も
の

（
　
）
２７
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で
、
つ
ま
り
中
華
学
芸
社
の
名
義
で
古
籍
を
借
り
て
撮
影
が
終
わ
っ

た
あ
と
に
再
び
借
用
す
る
際
交
わ
し
た
書
簡
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の

書
簡
は
上
海
档
案
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
、
張
樹
年
と
張
人
鳳

親
子
は
『
張
元
済
年
譜
』
を
編
纂
す
る
際
、
書
簡
の
存
在
を
知
ら
な

か
っ
た
。
ゆ
え
に
、
出
版
さ
れ
た
年
譜
に
こ
の
部
分
に
つ
い
て
の
説

明
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
情
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
先

行
研
究
で
は
全
く
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
書
簡
の
公
開
に
よ
っ
て
、

張
元
済
の
そ
の
後
の
借
用
書
籍
を
め
ぐ
る
日
本
人
と
の
交
流
の
在
り

方
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
公
開
さ
れ
た
資
料
に
よ
っ
て
、
そ
の
あ
と
の
借
用
活
動
に
お
い
て

は
長
澤
規
矩
也
が
中
心
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
手
紙
の

中
で
彼
は
張
元
済
に
日
本
の
図
書
館
の
蔵
書
の
状
況
や
流
通
の
情
報

な
ど
を
教
え
た
り
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
自
ら
世
話
役
を
務
め
て
日

本
の
図
書
館
と
の
連
絡
を
し
て
い
た
。
一
九
三
五
年
か
ら
一
九
三
七

年
に
か
け
て
長
澤
規
矩
也
の
斡
旋
で
少
な
く
と
も
七
種
類
の
珍
本
の

撮
影
が
で
き
た
。
静
嘉
堂
文
庫
か
ら
宋
本
の
『
周
益
公
集
』、
元
本

の
『
東
京
夢
華
録
』、
元
本
の
『
済
生
抜
萃
』
の
中
の
『
針
経
節
要
』、

『
汲
古
雲
歧
』、『
針
法
汲
古
家
珍
』、『
保
嬰
集
』
を
借
用
し
、
ま
た
徳

富
蘇
峰
の
家
か
ら
『
北
礀
詩
集
』
を
借
り
た
。
そ
し
て
日
本
人
の
写

真
家
に
よ
っ
て
一
定
の
規
格
と
サ
イ
ズ
で
撮
影
さ
れ
、
上
海
に
送
ら

表１　借用書籍一覧表
種類借用書籍所　　蔵

７種
『論語注疏』（宋本）、『三国志』（宋本）、『三谷外集』（元本）、『太平御覧』（宋本）、
『本草衍義』（宋本）、『北礀文集』（宋本）、『北礀外集』（宋残本）

宮内省図書寮

２９種

『平斎文集』（宋本）、『東莱先生詩集』（宋本）、『晋書列伝』（宋本）、『梅亭先生四
六標準』（宋本）、『東坡集』（宋残本）、『潁賓大全集』（宋本）、『全相平話』（元
本）、『古今小説』（明本）、『醒世恒言』（明本）、『拍案驚奇（二刻）』（明本）、『警
世通言』（明本）、『水滸志』（明本）、『水滸英雄伝』（明本）、『玄雪譜』（明本）、
『唐書演義』（明本）、『国色天香』（明本）、『摘錦奇香』（明本）、『玉谷調簧』（明
本）、『済顛語録』（明本）、『馮伯玉風月相思小伝』（明本）、『荔鏡記』（明本）、
『孔淑芳双魚墜伝』（明本）、『張生彩鸞燈伝』（明本）、『蘇長公章台柳伝』（明
本）、『八洞天』（明本）、『詞林一枝』（明本）、『八能奏錦』（明本）、『英雄譜』（明
本）、『皇武英明伝』（明本）

内閣文庫

２種『歴代地理指掌図』（宋本）、『楽善録』（宋本）東洋文庫

９種
『群経音辯』（影鈔本）、『飲膳正要』（明本）、『册府元亀』（宋残本）、『詩集伝』（宋
本）、『陳書』（宋本）、『新唐書』（宋本）、『歐公本末』（宋本）、『武経七書』（宋
本）、『清明集』（宋残本）

静嘉堂文庫

註：鄭貞文「我所知道的商務印書館編訳所」『商務印書館九十年』２１３頁～２１５頁（商務印書館、１９８７年）に
基づいて作成した。
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れ
影
印
さ
れ
る
と
い
う
手
順
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
張
元
済
の
日
本
訪

問
の
継
続
効
果
と
い
え
よ
う
。

　
張
元
済
の
日
本
訪
問
の
成
果
は
大
き
か
っ
た
。
詳
し
い
事
前
調
査

や
馬
宗
栄
の
協
力
な
ど
も
成
功
の
要
因
と
な
っ
た
が
、
日
本
の
各
図

書
館
お
よ
び
下
記
の
日
本
人
の
協
力
は
最
も
重
要
で
あ
っ
た
。
岩
崎

久
彌
（
東
洋
文
庫
創
立
者
）、
岡
部
長
景
（
外
務
省
文
化
事
業
部
長
）、
服

部
宇
之
吉
（
漢
学
家
）、
岩
井
大
慧
（
東
洋
文
庫
長
）、
杉
栄
三
郎
（
図

書
寮
）、
鈴
木
重
孝
（
図
書
寮
）、
榑
井
清
五
郎
（
図
書
寮
）、
秋
山
謙
次

郎
（
内
閣
文
庫
）、
樋
口
龍
太
郎
（
内
閣
文
庫
）、
姉
崎
正
治
（
東
京
帝
国

大
学
図
書
館
長
）、
宇
野
哲
人
（
漢
学
家
）、
塩
谷
温
（
漢
学
家
）、
松
浦

嘉
三
郎
（
東
福
寺
）、
荻
野
仲
三
郎
（
京
都
東
福
寺
か
ら
『
中
庸
説
』
の

借
用
許
可
を
得
る
た
め
に
、
東
福
寺
の
寺
岡
根
上
人
に
依
頼
書
を
書
い

た
）、
岡
根
守
堅
（
東
福
寺
）、
吉
川
幸
次
郎
（
漢
学
家
）、
田
中
慶
太
郎

（
文
求
堂
の
主
人
）、
諸
橋
轍
次
（
漢
学
家
）、
石
田
幹
之
助
（
東
洋
文

庫
）、
長
澤
規
矩
也
（
漢
学
家
）、
内
野
皎
亭
（
漢
学
家
）、
藤
田
昆
一
、

（
静
嘉
堂
）、
飯
田
良
平
（
静
嘉
堂
）、
徳
富
蘇
峰
（
朝
日
新
聞
社
長
）、
戸

マ
マ

塚
正
幸
（
写
真
家
）、
内
藤
湖
南
（
漢
学
家
）、
狩
野
直
喜
（
漢
学
家
）、

根
津
信
治
（
静
嘉
堂
）、
長
尾
槙
太
郎
（
元
商
務
印
書
館
の
職
員
）、
神

田
喜
一
郎
（
漢
学
家
）
等
。
そ
の
中
で
長
澤
規
矩
也
、
諸
橋
轍
次
、
内

藤
湖
南
は
最
も
協
力
的
で
、
張
元
済
と
の
友
情
も
最
も
深
か
っ
た
の

で
あ
る
。

（
２
）　
日
本
人
へ
の
贈
書

　
日
本
で
撮
影
さ
れ
、
商
務
印
書
館
に
よ
っ
て
影
印
出
版
さ
れ
た
古

籍
を
、
張
元
済
は
日
本
の
各
図
書
館
と
友
人
に
贈
書
し
、
礼
状
を
書

い
て
、
感
謝
の
気
持
ち
を
示
し
た
。
贈
書
は
次
の
三
つ
の
形
式
が

あ
っ
た
。

①
契
約
贈
書

　
訪
日
期
間
中
、
張
元
済
は
馬
宗
栄
に
頼
ん
で
中
華
学
芸
社
の
名
義

で
長
澤
規
矩
也
と
贈
書
協
議
を
結
ん
だ
が
、『
中
華
学
芸
社
輯
印
古

書
』
が
出
版
さ
れ
て
の
ち
借
用
を
認
め
て
く
れ
た
各
機
構
と
関
係
者

へ
贈
書
す
る
と
の
内
容
で
あ
っ
た
。
本
来
、
贈
書
の
件
は
中
華
学
芸

社
が
担
当
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
張
元
済
は
、「
鄭
貞
文
と
馬
宗

栄
は
相
次
い
で
上
海
を
離
れ
た
の
で
、
中
華
学
芸
社
内
に
責
任
者
が

い
な
く
な
っ
た
。
送
り
先
が
漏
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
」
と
心
配

し
、
す
べ
て
の
贈
書
は
商
務
印
書
館
か
ら
送
る
こ
と
に
し
た 
 

。

②
直
接
あ
る
い
は
間
接
的
に
協
力
し
て
く
れ
た
機
構
お
よ
び
個
人
へ

の
贈
書

　
前
述
し
た
よ
う
に
張
元
済
の
日
本
訪
問
お
よ
び
古
籍
の
借
用
と
撮

影
で
は
契
約
を
交
わ
し
て
い
な
い
機
構
や
日
本
人
か
ら
も
支
援
を
得

（
　
）
２８



146

た
の
で
、
そ
の
お
礼
返
し
と
し
て
贈
書
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
ら

の
書
籍
は
影
印
出
版
の
古
書
に
限
ら
な
か
っ
た
が
、
当
時
の
日
中
書

籍
交
流
の
一
側
面
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
表
２
は
①
と
②
の
贈
書
リ
ス
ト
で
、
公
開
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
い

て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
張
元
済
の
贈
書
の
全
体
像
を
反
映
す
る

に
は
足
り
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
で
も
贈
書
の
数
と
日
本
人
と
の
交
際

の
広
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

③
返
贈

　
張
元
済
は
日
本
の
蔵
書
家
や
友
人
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
本
を
も
ら
っ

て
、
そ
の
お
礼
と
し
て
商
務
印
書
館
の
本
を
返
贈
し
た
。
一
方
、
日

本
の
蔵
書
家
や
友
人
は
張
元
済
か
ら
贈
書
を
も
ら
っ
て
か
ら
彼
に
ま

た
返
贈
し
た
。
張
元
済
の
日
本
訪
問
以
前
に
も
す
で
に
こ
の
よ
う
に

互
い
に
贈
書
し
あ
う
こ
と
は
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
相
互
の
贈

書
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
や
は
り
一
九
二
八
年
の

訪
問
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
一
九
三
六
年
に
吉
川
幸
次
郎
は
『
横

浦
文
集
』
と
『
詞
林
紀
事
』
を
贈
ら
れ
た
あ
と
、『
東
方
学
報
』
を
各

号
ご
と
に
張
元
済
に
送
る
以
外
に
、
京
都
帝
国
大
学
が
影
印
し
た

『
一
神
論
』、『
大
唐
三
蔵
法
師
伝
』、『
新
増
漢
籍
目
録
』
を
返
贈
し
た
。

さ
ら
に
自
分
の
刻
書
の
『
周
髀
算
経
図
注
』
一
冊
を
送
っ
て
も
い
る
。

　
影
印
出
版
に
お
い
て
諸
橋
轍
次
の
協
力
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
の

で
、
張
元
済
は
出
版
し
た
影
印
の
古
籍
は
静
嘉
堂
の
原
本
に
限
ら
ず

一
部
ず
つ
諸
橋
轍
次
に
送
っ
た
。
そ
し
て
諸
橋
轍
次
は
静
嘉
堂
よ
り

出
版
さ
れ
た
『
唐
百
家
詩
選
』
と
『
皇
朝
編
年
備
要
』
を
張
元
済
に

返
贈
し
た
。
こ
う
い
っ
た
書
籍
の
返
贈
は
個
人
の
間
に
限
ら
ず
、
機

構
の
間
あ
る
い
は
個
人
と
機
構
の
間
で
も
行
わ
れ
て
い
た
。
一
九
三

六
年
七
月
一
五
日
に
張
元
済
は
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
が
影
印
し
た

『
文
選
集
注
』
第
五
、
六
集
を
届
け
た
が
、
張
元
済
は
す
ぐ
に
明
刊

『
永
楽
大
典
水
経
注
』
を
返
贈
し
た 
 

。
一
九
三
六
年
の
年
末
、
上
海

商
務
印
書
館
東
方
図
書
館
復
興
委
員
会
よ
り
諸
橋
轍
次
に
ロ
ン
ド
ン

で
開
か
れ
た
中
国
芸
術
国
際
展
覧
会
の
図
録
が
一
部
送
ら
れ
た
が
、

諸
橋
轍
次
の
返
信
に
「
影
印
は
精
美
で
、
中
国
の
芸
術
の
粋
は
こ
の

書
に
集
め
ら
れ
て
い
る
。
玩
賞
し
長
期
的
に
珍
蔵
す
べ
き
で
あ
る
」

と
書
い
て
あ
る 
 

。

　
張
元
済
は
い
ろ
い
ろ
な
贈
書
の
仕
方
を
採
り
つ
つ
、
日
本
訪
書
と

古
籍
の
借
用
撮
影
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
。
本
来
な
ら
、
こ
の
よ
う

な
借
用
撮
影
は
引
き
続
き
行
わ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
戦
争
の
関

係
で
中
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
ピ
リ
オ
ド
に
は
歴
史
の
無
情
と

哀
れ
が
含
ま
れ
て
い
た
。

（
　
）
２９

（
　
）
３０
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表２　贈書一覧表
出　　所贈　書　理　由書　　　籍贈　書　先

①１９３６年２月６日の
張元済から長澤規矩
也への手紙
②２月２０日の張元済
から図書寮への手紙
③８月７日の張元済
から図書寮への手紙

数年前に出版した『百衲本二十四史』の中の
『三国志』は図書寮から、『陳書』は静嘉堂か
ら借りて影印したのである。
中華学芸社は図書寮から宋蜀刻本『太平御
覧』を借りた。欠巻があるので、京都の東福
寺と静嘉堂文庫に欠巻を借りたが、また２６
巻が欠巻のままであった。景宋聚珍本を
補って完成させ、２部を謹呈する。なお『武
経七書』、『名公書判清明集』、『楽善録』、
『搜神秘覧』等の四種類はすべて日本から借
りた古籍であったが、極めて珍本なので、
各１部を贈呈する。
『中庸説』は京都の東福寺から借りたが、弊
国では長い間ずっと失伝され、今回影印が
できて、誠に幸いなことである。

『三国志』、『太平御覧』（２
部）、『武経七書』、『名公書
判清明集』、『楽善録』、『搜
神秘覧』、『中庸説』（２部）、
『新唐書』

宮内省図書寮

①１９３６年２月６日の
張元済から長澤規矩
也への手紙
②１９３７年４月１１日の
静嘉堂文庫から張元
済への手紙

数年前に出版した『百衲本二十四史』の中の
『三国志』は図書寮から、『陳書』は静嘉堂か
ら借りて影印したのである。

『陳書』、『新唐書』（２部）、
『百衲本二十四史』

静嘉堂文庫

１９３６年２月１１日の張
元済から東洋文庫へ
の手紙

５年前、私は東洋文庫を見学した際、宋本
『楽善録』を拝見できた。その後、中華学芸
社は借用する許可を願って同意を得た。現
在弊印書館によって出版されたので、１部
謹呈する。

『楽善録』東洋文庫

①１９３６年８月１０日の
張元済から吉川幸次
への手紙
②９月７日の東方文
化学院京都研究所か
ら張元済への返信

『四部叢刊』（３編）、『中庸
説』、『孟子伝』（５部）

東方文化学院
京都研究所

①１９３６年２月１０日の
張元済から宇野哲人
への手紙
②２月１８日の張元済
から宇野哲人への手
紙
③８月７日の張元済
から宇野哲人への手
紙
④１９３７年３月２４日の
張元済から宇野哲人
への手紙

日本の友人たちには珍本書籍の借用に協力
していただき、弊印書館によって出版でき
た。誠に感謝している。
ご協力で、静嘉堂文庫から宋残本『新唐書』
を借りた。現在、出版して１部を謹呈する。

『武経七書』、『清明集』、
『楽善録』、『搜神秘覧』、
『太平御覧』、『群経音辯』、
『飲膳正要』、『東莱先生詩
集』、『平斎文集』、『梅亭先
生四六標準』、『山谷外集詩
注』、『百衲本二十四史』、
『中庸説』、『中庸説』（縮小
版１部）、『孟子伝』（縮小版
１部）、『史記』、『新唐書』

宇野哲人
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①１９３６年２月１８日の
張元済から諸橋轍次
への手紙
②８月７日の張元済
から諸橋轍次への手
紙
③１９３７年３月２４日の
張元済から諸橋轍次
への手紙

珍本を中華学芸社に貸し影印させていただ
き、誠に感謝している。弊印書館によって
最近『武経七書』と『名公書判清明集』は出版
され、この二種類は貴文庫に所蔵されてい
る善本である。また、図書寮に所蔵されて
いる宋蜀刻本『太平御覧』に欠巻があるの
で、貴文庫から欠巻を借用し、補った。そ
して『楽善録』と『搜神秘覧』はすべて貴国の
蔵書家から借りたのである。

『武経七書』、『名公書判清
明集』、『楽善録』、『搜神秘
覧』、『太平御覧』、『百衲本
二十四史』、『中庸説』、『中
庸説』（縮小版１部）、『孟子
伝』（縮小版１部）、『新唐
書』

諸橋轍次

１９３６年２月１８日の張
元済から岩崎久彌へ
の手紙

貴文庫は善本を貸してくださったので、影
印と流通ができた。

『武経七書』（２部）、『清明
集』（２部）、『太平御覧』（２
部）、『楽善録』、『搜神秘
覧』、『新唐書』（２部）

岩崎久彌

１９３６年２月１１日の張
元済より岩井大慧へ
の手紙。

貴文庫は宋本『楽善録』を貸してくださった
ので、現在弊印書館によって出版できた。
１部を郵送して謹呈する。

『楽善録』岩井大慧

①１９３５年１２月２０日の
張元済から長澤規矩
也宛の手紙
②１９３６年２月６日の
張元済から長澤規矩
也宛の手紙
③１２月２０日の張元済
から長澤規矩也宛の
手紙
④８月７日の張元済
から長澤規矩也宛の
手紙
⑤８月３１日の張元済
から長澤規矩也宛の
手紙
⑥１９３８年５月４日の
張元済から長澤規矩
也宛の手紙

ご協力を得て黄善夫本『史記』の出版ができ
た。１部を謹呈する。
以前、弊印書館は元本『済生抜萃』を影印出
版する予定であったが、四種類欠巻であっ
た。代理で静嘉堂文庫から借用し撮影して
くださった。ようやく完成し、影印出版で
きた。１部合計１０冊を謹呈する。

『武経七書』、『名公書判清
明集』、『楽善録』、『搜神秘
覧』、『太平御覧』、『群経音
辯』、『飲膳正要』、『東莱先
生詩集』、『平斎文集』、『梅
亭先生四六標準』、『山谷外
集詩注』、『百衲本二十四
史』、『中庸説』、『中庸説』
（縮小版１部）、『孟子伝』
（縮小版１部）、『公羊単
疏』、『史記』、『新唐書』、
『済生抜萃』（４種類）

長澤規矩也

①１９３６年２月２０日の
張元済から狩野直喜
への手紙
②８月１０日の張元済
から狩野直喜への手
紙
③８月１６日の狩野直
喜から張元済への手
紙

ご協力を得て崇蘭館福井氏のところで宋本
『搜神秘覧』を借用できた。商務印書館に
よって影印出版し、広く世に伝わった。そ
して、『太平御覧』の欠巻の件で東福寺と連
絡していただき、欠巻の撮影ができた。

『搜神秘覧』、『太平御覧』、
『中庸説』、『中庸説』（縮小
版１部）、『孟子伝』（縮小版
１部）

狩野直喜



149

①１９３６年２月２０日の
張元済から長尾雨山
への手紙
②８月８日の張元済
から長尾雨山への手
紙

以前京都で珍本の『搜神秘覧』、『太平御覧』
等の古籍を借用できたが、撮影した際、い
ろいろお世話になったので、心より感謝し
ている。
ご指導のもとで東福寺に所蔵されていた
『中庸説』が影印出版された。

『搜神秘覧』、『太平御覧』、
『中庸説』、『中庸説』（縮小
版１部）、『孟子伝』（縮小版
１部）

長尾雨山

①１９３６年２月２０日の
張元済から根津信治
への手紙
②１９３７年３月２４日の
張元済から根津信治
への手紙

貴文庫より惜しみなく所蔵している『武経
七書』、『名公書判清明集』、『太平御覧』の
１部を貸してくださって、現在出版できて
広く世に伝わった。
以前貴文庫から宋残本『新唐書』を借用し、
影印出版ができた。１部を謹呈する。

『武経七書』、『名公書判清
明集』、『太平御覧』、『新唐
書』

根津信治

①１９３６年２月２０日の
張元済から飯田良平
への手紙
②１９３７年３月２４日の
張元済から飯田良平
への手紙
③４月１２日の張元済
から飯田良平への手
紙

貴文庫より所蔵している『武経七書』、『名
公書判清明集』、『太平御覧』の一部を惜し
みなく貸してくださって、現在出版できて
広く世に伝わった。
以前貴文庫から宋残本『新唐書』を借用し、
影印出版ができた。１部を謹呈する。

『武経七書』、『名公書判清
明集』、『太平御覧』、『新唐
書』

飯田良平

１９３６年２月２０日の張
元済から狩野直也へ
の手紙

崇蘭館福井氏のところで宋本『搜神秘覧』を
借用して、上海の商務印書館によって影印
出版できた。

『搜神秘覧』（２部）福井氏

①１９３６年２月２０日の
張元済から松浦嘉三
郎への手紙
②３月２日の松浦嘉
三郎から張元済への
手紙
③８月６日の張元済
から松浦嘉三郎への
手紙
④８月８日の張元済
から松浦嘉三郎への
手紙

以前貴国から宋刊の『搜神秘覧』と『太平御
覧』２書を借用した。代理として写真家に
頼んで撮影を完成させた。いまでもご恩を
忘れてはいない。
私は５年前、依頼をうけて京都の東福寺で
写真家の撮影を監督するために、４０日あま
りそこに滞在していた。東方文化を発揚す
る志をもって、善隣の友好のために、報酬
をお断りしたのである。しかし、思いもよ
らなかった上海事変が突然発生し、その影
響で貴印書館は半分焼けてしまった。かつ
て代理として撮影した写真は必ずなくなっ
たであろうと予想したので、非常に残念に
思った。そこで官僚らに日本外務文化事業
部より再撮影し、文化の損失を補おうと提
案したが、実現されなかった。私は命令を
奉じて満洲へ赴任するので、撮影の件につ
いて結局そのままになった。突然お手紙を
いただき、幸い写真は災難から免れられた
ことを知ることができた。張先生の功労で
古籍は再び世に伝わった。これは不幸中の
幸であり、また学界における美談になった
であろう。

『搜神秘覧』、『太平御覧』、
『中庸説』、『中庸説』（縮小
版１部）、『孟子伝』（縮小版
１部）

松浦嘉三郎
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①１９３６年２月２０日の
張元済から岡根守堅
への手紙
②８月１０日の張元済
から岡根守堅への手紙

東福寺に所蔵されている宋本『太平御覧』を
貸してくださった。

『太平御覧』、『中庸説』、
『中庸説』（縮小版１部）、
『孟子伝』（縮小版１部）

岡根守堅

①１９３６年３月４日の
張元済から榑井清五
郎への手紙
②８月７日の張元済
から榑井清五郎への
手紙

中華学芸社より図書寮に所蔵されていた宋
蜀刻本『太平御覧』を借用した。中に欠巻が
あるので、京都の東福寺と静嘉堂文庫の蔵
書より補った。また２６巻も欠巻となり、影
印宋聚珍本で補って、ようやく復元できた。

『太平御覧』、『中庸説』、
『中庸説』（縮小版１部）、
『孟子伝』（縮小版１部）

榑井清五郎

①１９３６年３月４日の
張元済から鈴木重孝
への手紙
②８月７日の張元済
から鈴木重孝への手
紙

中華学芸社より図書寮に所蔵されていた宋
蜀刻本『太平御覧』を借用した。中に欠巻が
あるので、京都の東福寺と静嘉堂文庫の蔵
書より補った。さらに喜多邨直寛氏の影印
宋聚珍本で補い、ようやく復元できた。

『太平御覧』、『中庸説』、
『中庸説』（縮小版１部）、
『孟子伝』（縮小版１部）

鈴木重孝

１９３６年３月４日の張
元済から杉栄三郎へ
の手紙

中華学芸社より図書寮に所蔵されていた宋
蜀刻本『太平御覧』を借用した。中に欠巻が
あるので、京都の東福寺と静嘉堂文庫の蔵
書より補った。さらに喜多邨直寛氏の影印
宋聚珍本で補い、ようやく復元できた。

『太平御覧』杉栄三郎

１９３６年３月１３日の張
元済から石田幹之助
への手紙

中華学芸社より貴文庫の宋本『楽善録』を借
用した。現在商務印書館によって影印出版
したので、１部を郵送で謹呈する。

『楽善録』石田幹之助

①１９３６年８月６日の
張元済から荻野仲三
郎への手紙
②８月８日の張元済
から荻野仲三郎への
手紙
③１０月３日の荻野仲
三郎から張元済への
手紙

かつて友人の山本条太郞の宴会でお話をお
伺いしたことがある。そして京都の東福寺
の岡根上人へお手紙を出し、そこで所蔵さ
れていた『中庸説』を借用するのを依頼して
くださった。『孟子伝』は残本であったが、
宋から現在まで再版されたことはない。
『中庸説』と同時に出版したので、１部ずつ
を謹呈する。

『中庸説』、『孟子伝』荻野仲三郎

①１９３６年５月８日の
張元済から吉川幸次
郎への手紙
②５月２２日の吉川幸
次郎から張元済への
手紙
③８月１０日の張元済
から吉川幸次郎への
手紙
④９月４日の吉川幸
次郎から張元済への
手紙

『中庸説』と『孟子伝』が出版できたので、１
部ずつを謹呈する。

『横浦文集』、『詞林紀事』、
『中庸説』、『孟子伝』

吉川幸次郎
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１９３６年８月１０日の張
元済から澤村幸夫へ
の手紙

『中庸説』と『孟子伝』が出版できたので、１
部ずつを謹呈する。

『中庸説』、『孟子伝』澤村幸夫

①１９３６年８月１０日の
張元済から服部宇之
吉への手紙
②９月１日の服部宇
之吉から張元済への
手紙

『中庸説』と『孟子伝』が出版できたので、１
部ずつを謹呈する。

『中庸説』、『孟子伝』服部宇之吉

①１９３６年１０月２日の
張元済から徳富蘇峰
への手紙
②１１月２６日の張元済
から徳富蘇峰への手
紙

５年前に徳富先生に頼んで、上杉伯爵のと
ころから黄善夫本『史記』６０巻を借りた。商
務印書館によって影印出版ができて世に広
く伝わった。中国で長い間失伝されていた
古籍が復元できた。時間がだいぶ経ったが、
全書を印刷できたので、１部を謹呈する。

『中庸説』、『孟子伝』、『史
記』

徳富蘇峰

①１９３６年１１月２７日の
張元済から黒井悌次
郎への手紙
②１１月２８日の張元済
から黒井悌次郎への
手紙

５年前に商務印書館は宋刊黄善夫本の『史
記』を影印する際、６０巻が欠巻となった。
代理で上杉伯爵邸より借用し、復元できた。
時間がだいぶ経ったが、全書を印刷できた
ので、１部を謹呈する。

『史記』黒井悌次郎

①１９３６年１１月２７日の
張元済から上杉伯爵
への手紙
②１９３７年１月６日の
商務印書館から田中
慶太郎への手紙

商務印書館は宋刊黄善夫本の『史記』を影印
する際、半分欠けていた。徳富蘇峰、黒井
悌次郎先生に頼んで借用した。

『史記』（２部）上杉伯爵

１９３６年１１月２６日の張
元済から塩谷温への
手紙

『中庸説』と『孟子伝』を出版できたので、１
部ずつを謹呈する。

『中庸説』、『孟子伝』塩谷温

註：贈書一覧表は上海档案館編『上海档案史研究』の第５、６輯に公開された『張元済往来書札之二』と『張元済
往来書札之三』によって編成した。
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中
国
文
化
人
の
日
本
訪
書
は
張
元
済
の
来
日
以
前
に
も
以
後
に
も

行
わ
れ
て
い
る
。
一
八
八
〇
年
に
来
日
し
た
楊
守
敬
は
駐
日
公
使
館

の
書
記
官
と
し
て
四
年
間
日
本
に
滞
在
し
、
古
籍
の
収
集
に
専
念
し

た
。
そ
の
後
、
董
康
は
一
九
〇
二
年
か
ら
合
計
八
回
日
本
訪
書
を

行
っ
た
。

　
張
元
済
の
あ
と
に
は
、
傅
増
湘
、
孫
楷
第
、
王
古
魯
な
ど
が
日
本

で
古
籍
や
小
説
や
劇
曲
の
書
籍
を
調
べ
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
そ
れ

ぞ
れ
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
国
文
化
人
の
日
本
訪
書
の

歴
史
に
お
い
て
一
九
二
八
年
の
張
元
済
の
日
本
訪
書
は
特
別
な
意
義

を
持
っ
て
い
る
。
わ
ず
か
一
か
月
半
し
か
滞
在
で
き
な
か
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
訪
問
先
の
数
、
目
を
通
し
た
善
本
の
数
、
借
用
撮
影

の
数
、
出
版
後
の
影
響
な
ど
の
面
か
ら
見
て
張
元
済
の
訪
書
は
前
述

し
た
人
た
ち
よ
り
は
る
か
に
質
が
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
張
元
済
が
書
い
た
『
日
本
訪
書
記
』
は
行
方
不
明
に
な
っ
た
の
で
、

日
本
訪
書
の
具
体
的
な
過
程
や
詳
細
な
内
容
は
確
認
で
き
な
く
な
っ

た
。
し
か
し
、
日
本
の
各
図
書
館
か
ら
借
り
た
古
籍
の
撮
影
・
出
版

状
況
は
比
較
的
明
確
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
商
務
印
書
館
と
中

三
　
張
元
済
の
日
本
訪
書
の
意
義

─
版
本
の
価
値
と
民
族
記
憶
の
再
生
─

華
学
芸
社
は
協
議
に
基
づ
い
て
「
中
華
学
芸
社
輯
印
古
書
」
の
名
義

で
商
務
印
書
館
か
ら
出
版
す
る
と
い
う
形
式
で
進
行
し
て
い
た
が
、

「
損
益
と
関
係
な
く
、
各
古
書
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
数
部
を
中
華
学

芸
社
に
贈
る
」
と
い
う
約
束
で
あ
っ
た  
 

。

　
鄭
貞
文
の
回
想
に
よ
る
と
「
中
華
学
芸
社
輯
印
古
書
」
の
名
義
で

出
版
さ
れ
た
本
は
四
六
種
類
で
あ
っ
た
が
、
実
際
は
そ
の
数
よ
り
多

か
っ
た
。
鄭
貞
文
の
四
六
種
類
に
は
図
書
寮
か
ら
借
り
た
『
北
礀
文

集
』
が
漏
れ
て
い
る
。
そ
し
て
最
近
の
研
究
に
よ
る
と
、『
曼
殊
留

影
』（
宋
本
）、『
梅
宛
陵
集
』（
宋
残
本
）、『
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
』

（
宋
本
）
の
三
種
類
も
遺
漏
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
。
実
際
に
は

合
計
五
〇
種
類
の
古
籍
が
影
印
及
び
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る 
 

。

　
張
元
済
個
人
の
名
義
あ
る
い
は
商
務
印
書
館
の
名
義
で
借
用
し
た

古
籍
は
前
述
の
五
〇
種
類
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
を
加
え

る
と
、
少
な
く
と
も
六
〇
種
類
に
上
る
。

　
こ
れ
ら
の
古
籍
は
ほ
と
ん
ど
中
国
で
失
伝
さ
れ
た
り
、
目
録
だ
け

残
っ
た
り
、
残
本
と
な
っ
た
り
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
よ
う
や

く
復
元
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
張
元
済
が
残
し
て
い
る
各
書
の
跋

に
は
古
籍
復
元
を
論
じ
て
喜
ん
で
い
た
気
持
ち
が
溢
れ
て
い
た
。
例

え
ば
、
元
本
『
金
華
黄
先
生
文
集
』（
四
三
巻
）
は
皕
宋
楼
旧
蔵
書
と

と
も
に
日
本
へ
流
失
し
た
あ
と
、
中
国
で
失
伝
と
な
っ
た
。『
四
部

（
　
）
３１

（
　
）
３２
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叢
刊
』
の
初
編
は
、
元
本
を
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
影
写
本

の
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
二
六
年
に
再
版
し
た
と
き
、
常
熟
の
瞿
氏
、

上
元
宗
氏
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
残
本
を
借
用
し
て
も
、
合
わ
せ
て
わ

ず
か
三
一
巻
で
あ
っ
た
。
一
九
二
八
年
に
張
元
済
は
静
嘉
堂
を
訪
問

し
た
際
、
全
巻
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。「
欠
巻
の
部
分
を
知
ら
せ

影
印
の
許
可
を
得
た
。
こ
れ
で
復
元
で
き
た
」
と
張
元
済
は
述
べ
て

い
た  
 

。

　
ま
た
宋
本
『
太
平
御
覧
』
は
全
一
〇
〇
〇
巻
で
、
国
内
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
の
は
残
本
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
張
元
済
は
図
書
寮
と
京
都

の
東
福
寺
で
宋
蜀
刻
本
の
残
本
を
見
つ
け
て
、
借
用
し
た
。
合
わ
せ

て
目
録
一
五
巻
と
本
書
九
四
五
巻
と
な
っ
た
。
ま
た
静
嘉
堂
文
庫
か

ら
建
寧
本
を
借
用
し
、
巻
四
二
～
六
一
、
巻
一
一
七
～
一
二
五
、
合

計
二
九
巻
を
補
っ
た
。
残
っ
て
い
る
二
六
巻
は
喜
多
邨
直
寛
の
聚
珍

本
で
補
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
最
も
早
期
に
最
高
の
版
本
で
こ

の
夥
し
い
古
籍
を
復
元
さ
せ
た
。
元
の
形
に
復
元
で
き
た
の
で
、
重

要
な
文
献
価
値
と
版
本
価
値
を
も
っ
て
い
る
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る 
 

。

　「
本
の
最
初
の
版
本
が
最
も
貴
い
」
と
い
う
の
は
張
元
済
の
主
張

で
あ
っ
た
。
一
九
二
六
年
に
退
職
し
て
か
ら
、
張
元
済
は
中
国
古
籍

善
本
の
修
復
事
業
に
力
を
尽
く
し
た
。
日
本
か
ら
影
印
し
た
古
籍
は

そ
の
後
、
彼
の
編
纂
し
た
大
型
古
籍
叢
書
に
編
入
さ
れ
た
。『
金
華

（
　
）
３３

（
　
）
３４

黄
先
生
文
集
』（
元
本
）、『
群
経
音
辯
』（
影
印
宋
鈔
本
）、『
飲
膳
正

要
』（
明
本
）、『
山
谷
外
集
詩
注
』（
元
本
）、『
東
莱
先
生
詩
集
』（
宋

本
）、『
平
斎
文
集
』（
影
印
宋
鈔
本
）、『
梅
先
生
四
六
標
準
』（
宋
本
）、

『
中
庸
説
』（
宋
残
本
）、『
太
平
御
覧
』（
宋
本
と
日
本
聚
珍
本
宋
本
と
日

本
聚
珍
本
）
等
の
九
種
類
は
『
四
部
叢
刊
』
の
初
編
、
続
編
、
三
編
に

編
入
さ
れ
た
。『
史
記
』（
宋
黄
善
夫
本
）、『
三
国
志
』（
宋
紹
興
刻
本
）、

『
晋
書
』（
宋
本
）、『
陳
書
』（
宋
蜀
刻
大
字
本
）、『
新
唐
書
』（
宋
残
本
）

等
の
四
種
類
は
国
内
の
蔵
本
と
合
わ
せ
て
『
百
衲
本
二
十
四
史
』
に

編
入
さ
れ
た
。『
楽
善
録
』（
宋
紹
定
本
）、『
名
公
書
判
清
明
集
』（
宋

本
）、『
武
経
七
書
』（
宋
本
）、『
搜
神
秘
覧
』（
宋
本
）、『
中
庸
説
』（
宋

残
本
）
等
の
五
種
類
は
『
続
古
逸
叢
書
』
に
編
入
さ
れ
た
。
そ
の
ほ

か
に
一
部
の
古
籍
は
叢
書
に
編
入
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
例
え
ば

『
冊
府
元
亀
』（
宋
本
）
は
『
四
部
叢
刊
』
の
四
編
に
編
入
し
、『
歴
代

地
理
指
掌
図
』（
宋
本
）
を
『
続
古
逸
叢
書
』
に
編
入
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
戦
争
の
た
め
に
中
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中

国
で
失
伝
さ
れ
た
古
籍
の
編
入
に
よ
っ
て
数
百
年
も
域
外
に
流
布
さ

れ
て
い
た
古
籍
は
帰
郷
し
、
改
め
て
中
華
民
族
の
歴
史
と
記
憶
に

入
っ
た
。
そ
の
意
義
は
単
な
る
版
本
の
価
値
に
の
み
あ
る
の
で
は
な

い
。
最
も
重
要
な
の
は
民
族
記
憶
の
再
生
と
民
族
精
神
の
再
構
築
に

関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
ろ
う
。
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一
八
八
四
年
に
楊
守
敬
が
大
量
の
漢
籍
を
積
ん
で
船
で
帰
国
し
た

際
、
日
本
国
内
で
議
論
が
起
こ
っ
た
。
一
方
、
一
九
〇
六
年
に
皕
宋

楼
が
日
本
人
に
購
入
さ
れ
た
と
き
、
多
く
の
中
国
文
化
人
は
憤
慨
し

て
い
た
。
一
九
〇
七
年
に
董
康
が
日
本
漢
文
学
者
の
島
田
翰
の
『
皕

宋
楼
蔵
書
流
源
考
』
を
刊
刻
す
る
際
、「
題
識
」
の
中
に
「
皕
宋
楼
蔵

書
は
散
逸
さ
れ
な
く
て
も
海
外
へ
流
失
し
て
し
ま
う
ぐ
ら
い
な
ら
、

む
し
ろ
焼
け
て
し
ま
っ
た
ほ
う
が
ま
し
。
焼
け
て
し
ま
っ
た
ら
そ
の

魂
は
ず
っ
と
古
都
を
守
っ
て
く
れ
る
」
と
書
い
て
い
た 
 

。
こ
れ
ら
の

考
え
に
対
し
、
日
本
の
学
者
で
あ
っ
た
神
田
喜
一
郎
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
た
。「
も
し
日
中
の
立
場
が
変
わ
っ
た
ら
我
々
も
同
じ
よ

う
な
感
慨
で
あ
る
に
間
違
い
な
い
。
こ
の
気
持
ち
を
理
解
で
き
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
両
国
学
者
は
い
つ
も
こ
の
二
つ
の
こ
と
を
比
較
し
、

損
得
を
絶
え
ず
論
議
す
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
損
得
よ
り
日
中
文
化

交
流
に
貢
献
し
た
立
場
か
ら
こ
の
問
題
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ

れ
は
軽
視
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
」
と 
 

。
張
元
済
の
日
本
訪
書
に
つ

い
て
も
同
じ
よ
う
に
考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
１
）　
多
数
の
先
行
研
究
の
中
で
代
表
的
な
の
は
大
庭
脩
の
『
江
戸
時

代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究

所
、
一
九
六
七
年
）、
厳
紹
璗
の
『
漢
籍
在
日
本
的
流
布
研
究
』

（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
が
あ
る
。
前
者
は
江
戸
時

（
　
）
３５

（
　
）
３６

代
に
お
け
る
漢
籍
の
輸
入
お
よ
び
日
本
へ
の
影
響
を
系
統
的
に
論

じ
る
も
の
で
、
後
者
は
漢
籍
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
歴
史
と
そ
の

流
布
の
概
況
を
全
面
的
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）　
当
時
、
日
本
で
中
国
の
書
籍
を
取
り
扱
う
書
店
は
東
京
の
文
求

堂
以
外
に
、
岸
田
吟
香
が
東
京
で
経
営
し
て
い
た
林
擁
書
城
、
本

店
が
大
阪
に
あ
る
青
木
嵩
高
堂
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
店
は

主
に
上
海
か
ら
新
漢
籍
を
輸
入
し
て
い
た
。
大
阪
に
鹿
田
氏
が
経

営
し
て
い
た
松
雲
堂
が
あ
り
、
漢
籍
と
和
書
を
取
り
扱
う
書
店
で

あ
っ
た
。
元
々
は
北
京
か
ら
古
籍
を
輸
入
し
て
い
た
が
、
の
ち
上

海
か
ら
輸
入
し
た
新
漢
籍
を
販
売
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
松
雲
堂

に
よ
り
創
刊
さ
れ
た
『
古
典
聚
目
』（
前
称
『
書
籍
月
報
』）
の

「
号
外
版
」
に
北
京
か
ら
輸
入
し
た
古
籍
目
録
お
よ
び
上
海
か
ら

輸
入
し
た
新
漢
籍
目
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
銭
婉
約
、
宋
炎
輯

訳
『
日
本
学
人
中
国
訪
書
記
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
の

「
緒
論
」
二
五
～
二
六
頁
を
参
照
。

（
３
）　
単
著
は
王
紹
曽
『
近
代
出
版
家
張
元
済
（
増
訂
本
）』（
商
務
印

書
館
、
一
九
八
四
年
）、
葉
寧
曼
瑛
著
、
張
人
鳳
、
邹
振
環
訳
『
従

翰
林
到
出
版
家
─
張
元
済
的
生
平
與
事
業
─
』（
商
務
印
書
館
、

一
九
九
二
年
）、
張
樹
年
編
『
張
元
済
年
譜
』（
商
務
印
書
館
、
一

九
九
一
年
）、
呉
方
『
仁
智
的
山
水
　
張
元
済
伝
』（
上
海
文
芸
出

版
社
、
一
九
九
四
年
）、
周
武
『
張
元
済
　
書
巻
人
生
』（
上
海
教

育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）。
代
表
的
な
論
文
は
、
陳
東
輝
「
張
元

済
與
中
日
文
化
交
流
」（『
近
代
史
研
究
』
一
九
九
四
年
第
二
期
）、

王
国
忠
「
中
日
出
版
交
流
史
的
華
頁
─
張
元
済
日
本
訪
書
述
評

─
」（『
出
版
與
印
刷
』
一
九
九
四
年
第
二
期
）
が
あ
る
。
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（
４
）　
張
元
済
が
編
集
し
た
『
馬
継
華
君
来
往
書
件
（
日
本
借
書
事
）』

原
稿
（
一
冊
）
が
張
元
済
の
孫
で
あ
る
張
人
鳳
に
よ
っ
て
整
理
さ

れ
、『
張
元
済
全
集
』
第
一
巻
（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
七
年
）
に

収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
上
海
档
案
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
張

元
済
と
国
内
、
海
外
の
文
人
の
間
で
交
わ
し
た
書
簡
（
三
巻
、
档

案
番
号
Ｑ
四
五
九
─
一
─
一
五
五
、
一
五
六
、
一
五
七
）
が
整
理

さ
れ
、『
上
海
档
案
史
研
究
』（
上
海
档
案
館
編
集
、
上
海
三
聯
書

店
出
版
）
の
第
三
輯
（
二
〇
〇
七
年
八
月
）、
第
五
輯
（
二
〇
〇
八

年
一
一
月
）、
第
六
輯
（
二
〇
〇
九
年
三
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
書
簡
の
中
に
服
部
宇
之
吉
、
狩
野
直
喜
、
岩
井
大
慧
、

宇
野
哲
人
、
吉
川
幸
次
郎
、
諸
橋
轍
次
、
長
澤
規
矩
也
、
松
浦
嘉

三
郎
、
鈴
木
重
孝
な
ど
の
日
本
人
が
張
元
済
と
商
務
印
書
館
へ
の

手
紙
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（
５
）　
張
元
済
は
自
分
が
版
本
目
録
学
に
造
詣
が
深
い
と
い
う
自
信
を

持
っ
て
い
た
。
彼
は
「
平
素
は
版
本
学
の
第
二
人
だ
と
思
わ
れ
た

く
な
い
。
上
海
は
善
本
の
集
ま
り
の
北
京
か
ら
遠
い
の
で
、
傅
増

湘
（
清
末
民
初
の
蔵
書
家
、
政
治
家
）
よ
り
少
々
劣
る
か
も
知
れ

な
い
」
と
言
っ
た
。
王
雲
五
「『
渉
園
序
跋
集
録
』
跋
」
張
元
済

『
渉
園
序
跋
集
録
』（
台
湾
商
務
院
書
館
、
一
九
七
九
年
）
二
八
〇

頁
。

（
６
）　
張
元
済
『
題
朱
遂
翔
抱
経
堂
蔵
書
図
』『
張
元
済
詩
文
』（
商
務

院
書
館
、
一
九
八
六
年
）
八
二
頁
。

（
７
）　
鄭
貞
文
「
我
所
知
道
的
商
務
印
書
館
編
訳
所
」（『
商
務
印
書
館

九
十
年
』
商
務
印
書
館
、
一
九
八
七
年
）
二
一
〇
頁
。

（
８
）　
張
元
済
、
傅
増
湘
『
張
元
済
傅
増
湘
論
書
尺
牘
』
の
中
に
『
日

本
訪
書
記
』
が
数
回
も
登
場
し
た
（
商
務
印
書
館
、
一
九
八
三
年
、

二
一
〇
～
二
一
二
頁
）。

（
９
）　
張
樹
年
編
『
張
元
済
年
譜
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
九
一
年
）
三

一
一
～
三
一
三
頁
。

（
　
）　
鄭
貞
文
「
我
所
知
道
的
商
務
印
書
館
編
訳
所
」（『
商
務
印
書
館

１０
九
十
年
』
商
務
印
書
館
、
一
九
八
七
年
）
二
一
七
頁
。
作
者
が
覚

え
間
違
っ
て
お
り
、
正
確
な
滞
在
期
間
は
一
か
月
半
で
あ
っ
た
。

（
　
）　
鄭
貞
文
「
我
所
知
道
的
商
務
印
書
館
編
訳
所
」（『
商
務
印
書
館

１１
九
十
年
』
商
務
印
書
館
、
一
九
八
七
年
）
二
一
七
頁
。

（
　
）　
張
樹
年
編
『
張
元
済
年
譜
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
九
一
年
）
三

１２
一
一
頁
～
三
一
三
頁
。

（
　
）　
張
人
鳳
編
『
張
元
済
全
集
』
第
一
巻
（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇

１３
七
年
）
一
七
二
頁
。

（
　
）　
張
元
済
は
馬
宗
栄
と
の
間
で
の
手
紙
を
整
理
し
『
馬
継
華
君
来

１４
往
書
件
（
日
本
借
書
事
）』
と
い
う
稿
本
を
編
集
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
稿
本
は
現
在
第
一
冊
の
み
残
っ
て
い
る
が
、
一
九
二
八
年
一

一
月
三
〇
日
か
ら
一
九
二
九
年
四
月
四
日
ま
で
の
手
紙
で
、
ほ
か

の
部
分
は
紛
失
さ
れ
た
。
こ
の
一
冊
の
稿
本
は
張
元
済
の
孫
で
あ

る
張
人
鳳
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
、『
張
元
済
全
集
』
第
一
巻
の
一

七
二
～
一
八
八
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇

七
年
）。
注（
４
）を
参
照
。

（
　
・
　
）　
張
人
鳳
編
『
張
元
済
全
集
』
第
一
巻
（
商
務
印
書
館
、
二

１５

１６〇
〇
七
年
）
一
七
二
頁
。

（
　
）　
張
建
智
「
宋
版
『
愧
郯
録
』
與
張
元
済
─
静
嘉
堂
読
書
札
記
之

１７
五
─
」『
文
滙
読
書
周
報
』
二
〇
〇
七
年
九
月
二
八
日
を
参
照
。
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（
　
）　
張
人
鳳
編
『
張
元
済
全
集
』
第
一
巻
（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇

１８
七
年
）
一
七
五
～
一
七
六
頁
。

（
　
）　
同
右
、
一
七
七
頁
。

１９
（
　
）　
同
右
、
一
七
六
～
一
七
七
頁
。

２０
（
　
）　
同
右
、
一
七
五
頁
。

２１
（
　
）　
同
右
、
一
七
九
頁
。

２２
（
　
）　
同
右
、
八
二
頁
。

２３
（
　
）　
張
樹
年
編
『
張
元
済
年
譜
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
九
一
年
）
三

２４
二
〇
頁
。

（
　
）　
同
右
、
三
一
八
頁
。

２５
（
　
）　
張
人
鳳
編
『
張
元
済
全
集
』
第
一
巻
（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇

２６
七
年
）
一
八
六
頁
。

（
　
）　
鄭
貞
文
の
文
章
に
四
六
種
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
図
書
寮

２７
の
『
北
礀
外
集
』（
宋
残
本
）
が
漏
れ
た
。
一
九
三
〇
年
六
月
二
六

日
の
張
元
済
よ
り
傅
増
函
宛
の
手
紙
に
付
け
加
え
た
「
日
本
図
書

寮
、
内
閣
文
庫
、
静
嘉
堂
、
東
洋
文
庫
借
用
リ
ス
ト
」
に
よ
っ
て

追
加
し
た
の
で
あ
る
。
張
元
済
、
傅
増
湘
『
張
元
済
傅
増
湘
論
書

尺
牘
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
八
三
年
）
二
三
六
頁
を
参
照
。

（
　
）　
陳
正
卿
、
彭
暁
亮
整
理
『
張
元
済
往
来
書
札
之
二
』
上
海
档
案

２８
館
編
『
上
海
档
案
史
研
究
』〔
第
五
輯
〕（
上
海
三
聯
書
店
出
版
、

二
〇
〇
八
年
一
一
月
）
二
二
三
頁
。

（
　
）　
同
右
、
二
三
一
～
二
三
二
頁
。

２９
（
　
）　
同
右
〔
第
六
輯
〕（
上
海
三
聯
書
店
出
版
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）

３０
三
一
九
頁
。

（
　
）　
張
元
済
、
傅
増
湘
『
張
元
済
傅
増
湘
論
書
尺
牘
』（
商
務
印
書
館
、

３１

一
九
八
三
年
）
二
二
三
頁
。

（
　
）　
欧
陽
亮
「
中
華
学
芸
社
研
究
」（
華
東
師
範
大
学
二
〇
〇
四
年

３２
修
士
論
文
、
三
六
頁
、
未
刊
行
）。

（
　
）　
張
元
済
「
元
刊
本
『
金
華
黄
先
生
文
集
』
札
記
」（『
張
元
済
古

３３
籍
書
目
序
跋
滙
編
』
下
冊
、
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
三
年
）
八
七

〇
～
八
七
一
頁
。

（
　
）　
王
紹
曾
『
近
代
出
版
家
張
元
済
（
増
訂
本
）』（
商
務
印
書
館
、

３４
一
九
九
五
年
）
九
五
頁
。

（
　
）　
董
康
「
刻
皕
宋
楼
蔵
書
流
源
考
題
識
」（『
澹
生
堂
蔵
書
約
（
外

３５
八
種
）』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
三
八
頁
。

（
　
）　
神
田
喜
一
郎
「
中
国
書
籍
記
事
」（
銭
婉
約
、
宋
炎
輯
訳
『
日
本

３６
学
人
中
国
訪
書
記
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
し
ゅ
う
　
ぶ
・
上
海
社
会
科
学
院
教
授
、
華
東
師
範
大
学
兼
任
教
授
）

（
訳
／
え
ん
　
り
つ
・
大
阪
経
済
大
学
経
済
学
部
准
教
授
）


